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2014へつなぐ歓喜の涙、そして笑顔
　今季なでしこリーグ９位となったＦＣ吉備国際大学シャルムは、１１月１７日・２４日にチャレンジリーグ３位のスフィーダ
世田谷ＦＣ(東京都)とのリーグ入替戦を行い、延長戦・ＰＫ戦の末に勝利し、来季なでしこリーグ残留を決めました。
　シャルムの選手たちは大学の勉強はもちろんのこと、試合や練習など忙しい日程にも関わらず、地域のイベントへ
の参加や奉仕活動などを積極的に行い、地域密着型のチームとして頑張っています。地元「高梁」と共に戦うシャ
ルムを市民の皆さんで来季も応援していきましょう。

【11月17日味の素フィールド西が丘（東京都）　観客数1259人　　11月24日加古川運動公園陸上競技場（兵庫県）　観客数872人】

12月
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使用料及び手数料
4億6584万円

(2.0%)

分担金及び負担金
2億8907万円

(1.2%)

その他①
13億1013万円

(5.5%)

その他①
財産収入
繰入金
繰越金
寄附金
諸収入

市税
 36億4594万円

(15.5%)

地方交付税
 114億1105万円

(48.4%)

市債
 26億7167万円

(11.3%)

国庫支出金
16億8664万円

(7.2%)

県支出金
13億1382万円

(5.6%)

その他②
7億7364万円

(3.3%)

普通建設事業費
28億3689万円

(12.4%)

災害復旧費
9億1435万円

(4.0%)

人件費
42億5434万円

(18.7%)

公債費
36億2876万円

(15.9%)

扶助費
21億5426万円

（9.4%）物件費
26億3704万円

(11.6%)

補助費等
21億5166万円

(9.4%)

繰出金
28億2957万円

(12.4%)

投資・出資・貸付金
3億5557万円

(1.6%)

積立金
9億3883万円

(4.1%)
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消
費的経費

24年度普通会計
歳入

235億6780万円

24年度普通会計
歳出

228億1762万円

源　　　
財

　

　
　

存
　

　
　

依

維持補修費
1億1635万円

(0.5%)

その他②
地方消費税交付金
地方譲与税
利子割交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
ゴルフ場利用税交付金
その他交付金
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市
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
市
の
財
政
状
況
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

毎
年
６
月
と
12
月
に
「
市
の
財
政
事
情
」
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成
24
年
度
の
決
算
と
平
成
25
年
度
上
半
期
（
４
～
９
月
）

の
予
算
執
行
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成 24年度決算状況の概要

自主財源　総額57億 1098万円（24.2%）
　　　　　前年度に比べ、4765万円の減額
依存財源　総額178億5682万円（75.8%）
　　　　　前年度に比べ、10億 1800万円の減額

－市税の内訳－
税目 収入額

 個人市民税 11 億 9116 万円 
 法人市民税 2 億 5233 万円
 固定資産税 18 億 3 万円
 都市計画税 1 億 1728 万円
 軽自動車税 9489 万円
 市たばこ税 1 億 9004 万円
 鉱産税 21 万円

■普通会計■　実質収支は５億９２２万円の黒字

歳入　２３５億６７８０万円
　国や県から交付されたお金を財源として行う事業が完了したことに伴
い、国庫支出金は前年度と比べ２億７６３１万円（14.1％）の減額、道路
や建物の建設のために借り入れる市債も５億４１１万円（15.9％）の減額
となりました。
　また、歳入の約半分を占める地方交付税も人口の減少などにより
２億６４９９万円（2.3％）の減額となっています。

平
成
24
年
度
に

取
り
組
ん
だ
主
な
事
業

地域福祉の向上を目指して 安心して子供を産み、育てることのできる環境整備 定住を促進する環境づくり

介護福祉士養成奨学金貸付事業
（422万円）

介護福祉士資格取得のた
めの修学を支援

介護員養成助成事業
（22万円）

介護員養成研修を受講する人
に対して受講料を助成

要支援児対策事業
（994万円）

すべての公立私立保育園
で支援保育を実施

学校・幼稚園夏の暑さ対策事業
（1031万円）

小・中学校、高校、幼稚園
の教室に扇風機を設置

学生宿舎活用利用促進事業
（600万円）

空き家となった学生マンシ
ョンを世帯向けに整備

住宅建築費助成金
（3045万円）

市内に住宅建築、改修、用
地購入をする場合に助成

地域ぐるみの空き家活用モデル事業
（143万円）

空き家問題に取り組むモデル地区を
設定し、移住者の受け入れ体制を確保

住宅リフォーム事業補助金
（2486万円）

市内建築業者等による住宅
改修や修繕経費を一部補助
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　普通会計の平成 24年度決算では、歳入総額２３５億６７８０万円で、
前年度と比較して 10億６５６５万円（4.3%）の減額となりました。歳出
総額は、２２８億１７６２万円で、前年度と比較して 12億１６９１万円
（5.1%）の減額となり、歳入から歳出と平成 25年度へ繰り越すべき財源
を差し引いた実質収支は、５億９２２万円の黒字となりました。

平成 24年度決算状況の概要

お知らせします 市の財政状況

義務的経費　総額 100億 3736万円（44.0%）前年度に比べ、4億 7394万円の減額
消費的経費　総額  49 億　505万円（21.5%）前年度に比べ、3億 4047万円の減額
投資的経費　総額  37 億 5124万円（16.4%）前年度に比べ、4億 2498万円の増額
その他経費　総額  41 億 2397万円（18.1%）前年度に比べ、8億 2748万円の減額

用語の解説
（歳入の部）
市税／市民税、固定資産税などの
市に納められた税金

地方交付税／市町村の実状に合わ
せて国から交付されるもの

市債／市が借り入れたお金

国庫（県）支出金／国（県）から
の補助金、負担金など

繰入金／基金の取り崩しや他会計
から入れるお金

自主財源／市が自ら徴収または収納
できる財源で、市税、使用料、手数料、
寄付金、財産収入など

依存財源／国や県から交付された
り、割り当てられたりする収入の
ことで、地方交付税、国・県支出金、
地方譲与税、市債など

（歳出の部）
公債費／市債の元金返済、利子の
支払いに要する経費

扶助費／生活扶助、教育扶助など
の経費

物件費／一般事務経費、施設の保
守管理などの経費

普通建設事業費／道路の新設、改
良や施設の新増築などの経費

災害復旧事業費／台風などで被害
を受けた施設の復旧のための経費

繰出金／一般会計から特別会計、
企業会計への負担金や補助金など

積立金／特定の目的のための積立
て

義務的経費／支出が義務付けられ
ている人件費、扶助費および公債費
からなります。この経費の割合が小
さいほど、財政の弾力性があります。

消費的経費／経費の支出効果が、
その年度限り、または極めて短期間
に終わり、後年度に形を残さない性
質の経費です。物件費、維持補修費
および補助金等からなります。

投資的経費／道路や住宅の建設な
ど、資本形成に向けられ施設等財産
として後年度に残るものへの経費で
す。この経費の割合が大きいほど、
財政の弾力性があります。

歳出　２２８億１７６２万円
　義務的経費は、これまでの行財政改革の取り組み等により、人件費・公債費・扶助
費のすべてが減額となり、前年度に比べて４億７３９４万円（4.5%）の減額となり
ました。消費的経費は、主に補助費等の減額により、前年度に比べ３億４０４７万円
（6.5%）の減額となりました。投資的経費は、豪雨等により被害が多発した災害復旧
費が増額したことなどから、前年度に比べ４億２４９８万円（12.8%）の増額となり
ました。その他経費は、成羽病院事業会計への出資金が増額しましたが、基金への積
み立てが減少したため、前年度に比べ８億２７４８万円（16.7%）の減額となりました。
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特別会計名 収入 ① 支出 ② 実質収支 ① - ②

 国民健康保険
（事業勘定） 41 億 8113 万円 40 億 6923 万円 1 億 1190 万円
（直診勘定） 7209 万円 7209 万円 0 円

 後期高齢者医療 4 億 9087 万円 4 億 9025 万円 62 万円

 介護保険
（事業勘定） 40 億 8222 万円 40 億 5097 万円 3125 万円
（サービス勘定） 9005 万円 9005 万円 0 円

 特別養護老人ホーム 2 億 4426 万円 2 億 3859 万円 567 万円
 簡易水道事業 10 億 4234 万円 10 億 4108 万円 0 円
 下水道事業 14 億 146 万円 14 億 145 万円 1 万円
 地域開発事業 1 億 589 万円 7240 万円 3349 万円
 巨瀬財産区 729 万円 591 万円 138 万円
 宇治財産区 512 万円 327 万円 185 万円
 有漢財産区 25 万円 14 万円 11 万円

企業会計名 収益的収支 資本的収支

水道事業　　
収入 2 億 8783 万円 403 万円
支出 3 億 591 万円 1 億 6419 万円

成羽病院事業
収入 11 億 2252 万円 9 億 7528 万円
支出 15 億 9753 万円 14 億 8787 万円

企業会計名 収益的収支損益計算（税抜） 純利益

水道事業　　
総収益 2 億 7961 万円

△ 1860 万円
総費用 2 億 9821 万円

成羽病院事業
総収益 11 億 2035 万円

△ 4 億 8438 万円
総費用 16 億 473 万円

■
特
別
会
計
■

■
公
営
企
業
会
計
■

　

地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
を
受
け
る
公
営
企

業
会
計
に
つ
い
て
は
、
厳
し
い
経
営
環
境
の
中

で
事
務
の
効
率
化
や
節
減
に
努
め
ま
し
た
が
、

水
道
事
業
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減
価
償
却
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お
よ
び
修
繕
費
、
な
ら
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託
料
、受
水
費
の
増
加
に
伴
い
、純
損
失
は

１
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ま
し
た
。
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院
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撤
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４
３
８
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。

　

10
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別
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計
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は
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ま
し
た
。

　

ま
た
、特
別
会
計
の
実
質
収
支
の
合
計
額
は
、

１
億
８
６
２
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

※
た
だ
し
、
簡
易
水
道
事
業
は
、
翌
年
度
繰
越
財
源

１
２
６
万
円
を
計
算
に
入
れ
て
い
ま
す
。

収益的収支／運営費や維持管理費に要する経費や財源

資本的収支／建設および企業債償還に要する経費や財源

用語の解説

継続できる農業の推進 健康に暮らせる生活の支援 環境にやさしいまちづくり 歴史的風致維持向上計画の推進 多様な交流活動の推進
農業用機械等整備事業

（608 万円）

耕作放棄地の増加を防ぐため、
農業用機械整備の費用を補助

耕作放棄地遊休農地解消事業
（9 万円）

耕作放棄地へのフキ栽培を
推奨

高齢者外出サポート事業
（38 万円）

高齢者の外出支援のため、シニ
アカー等の購入費用の一部助成

各種ガン検診事業
（2829 万円）

がんの早期発見治療のた
め、各種がん検診を実施

里山林再生事業
（1126 万円）

山里守り隊を結成し、公募に
より選定された天然林を整備

資源循環型社会推進事業
（41 万円）

生ごみをたい肥化し、有効
利用する取り組みを実施

武家屋敷通り景観修景事業
（1800 万円）

石火矢町武家屋敷通りを美装
化し歴史的な町並みを整備

「城下町散策絵図」作成
（20 万円）

古い町並みの特徴を盛り込ん
だ「城下町散策絵図」を作成

文化・スポーツ交流事業奨励金
（79 万円）

市内の社会教育・体育施設を
利用して行う交流活動を奨励

備中松山城御前棚トイレ改修事業
（147 万円）

観光客が利用しやすい
トイレへ改修

教育費　　　　　総務費　　　　　衛生費　　　 　　消防費　　 　　農林水産業費　　    その他

民生費　　　　　土木費　　　　　公債費

148,148 円　　   　63,531 円　　　 107,582 円

64,935 円　　　  108,813 円　　  　75,535 円　　　 　31,147 円　　 　　33,148 円　  　　43,619 円

■ 普通会計 ■ を市民１人当たりに換算すると…
（人口 33,731 人：平成 25 年 3 月 31 日現在）

（歳出）サービスに使ったお金　６７６，４５８円
（歳入）納められた市税　　　　１０８，０８９円
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健全化基準はすべてクリア
　本市の平成 24 年度の健全化判断比率および資金不足比率につ
いては、前年度と比べて、実質公債費比率が１．７％改善するな
ど、引き続き国が定める早期健全化基準を達成しています。
　しかし、少子高齢化による社会保障費の増加、国や県の厳し
い財政状況を考えると、引き続き行財政改革等に取り組む必要
があります。

　健全化判断比率（％）

指　標 23 年度 24 年度 早期健全化
基　準

財政再生
基　準

 実質赤字比率 - - 12.76 20.00

 連結実質赤字比率 - - 17.76 30.00

 実質公債費比率 16.0 14.3 25.0 35.0

 将来負担比率 98.5 76.9 350.0 -

※実質赤字比率、連結実質赤字比率の「－」は黒字を表す。

実質赤字比率
　普通会計における赤字額の大きさを示す比率。
連結実質赤字比率
　市の全会計における赤字額合計の大きさを示す比率。
実質公債費比率
　市の収入に対する公債費（毎年の借金の返済額）の
　割合を示す比率。
将来負担比率
　公社や出資法人も含め、市が将来支払う可能性がある
　負債の一般会計に対する比率。
資金不足比率
　公営企業特別会計で、営業収益に対する手持ち資金の
　不足額の比率。（いずれの公営企業会計も資金不足比
　率は発生していない）

　高梁市の指標の範囲
区　分 対象会計等 　財政健全化法

地
方
公
共
団
体

一般会計

普
通
会
計

 一般会計
実
質
赤
字
比
率

連
結
実
質
赤
字
比
率

実
質
公
債
費
比
率

将
来
負
担
比
率

特別会計

 へき地診療所特別会計
 養護老人ホーム特別会計
 軽費老人ホーム特別会計
 住宅新築資金等貸付事業特別会計
 畑地かんがい事業特別会計

公
営
事
業
会
計

 国民健康保険特別会計
 後期高齢者医療特別会計
 介護保険特別会計
 特別養護老人ホーム特別会計

公
営
企
業
会
計

法
適
用

 水道事業特別会計 資
金
不
足
比
率

 国民健康保険成羽病院事業会計
法
非
適
用

 簡易水道事業特別会計
 下水道事業特別会計
 地域開発事業特別会計

一部事務組合・
広域連合

 高梁地域事務組合
 岡山県市町村総合事務組合
 岡山県後期高齢者医療広域連合
 岡山県市町村税整理組合
 岡山県広域水道企業団

地方公社・
第三セクター等

 高梁市土地開発公社
 公益財団法人成羽町美術振興財団
 株式会社夢ファーム有漢

健全な財政を維持しています

お知らせします 市の財政状況

継続できる農業の推進 健康に暮らせる生活の支援 環境にやさしいまちづくり 歴史的風致維持向上計画の推進 多様な交流活動の推進
農業用機械等整備事業

（608 万円）

耕作放棄地の増加を防ぐため、
農業用機械整備の費用を補助

耕作放棄地遊休農地解消事業
（9 万円）

耕作放棄地へのフキ栽培を
推奨

高齢者外出サポート事業
（38 万円）

高齢者の外出支援のため、シニ
アカー等の購入費用の一部助成

各種ガン検診事業
（2829 万円）

がんの早期発見治療のた
め、各種がん検診を実施

里山林再生事業
（1126 万円）

山里守り隊を結成し、公募に
より選定された天然林を整備

資源循環型社会推進事業
（41 万円）

生ごみをたい肥化し、有効
利用する取り組みを実施

武家屋敷通り景観修景事業
（1800 万円）

石火矢町武家屋敷通りを美装
化し歴史的な町並みを整備

「城下町散策絵図」作成
（20 万円）

古い町並みの特徴を盛り込ん
だ「城下町散策絵図」を作成

文化・スポーツ交流事業奨励金
（79 万円）

市内の社会教育・体育施設を
利用して行う交流活動を奨励

備中松山城御前棚トイレ改修事業
（147 万円）

観光客が利用しやすい
トイレへ改修
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　健全な財政運営を損なうことがないよう年度間の
財源の不均衡を調整するための基金です。計画的な
財政運営を行うため、財源に余裕がある年度に積み
立てを行い、財源不足が生じる年度に活用します。平
成24年度末の残高は20億1738万円となりました。

財政調整基金
平成24年度　５億979万円減少

　普通会計の市債残高（※臨時財政対策債を含む）は、
前年度に比べ 5億 979 万円　1.6% 減少し、306 億
5477万円となりました。市民一人当たりでは、88万円。
※�臨時財政対策債＝国の地方交付税の財源が不足した場合に、地方公共団体自ら
に地方債を発行させるもので、償還費用は後年度の地方交付税で措置される。

市債残高

前年度比　1.7ポイント改善
　公営企業を含む全会計の起債償還額が市税・交付税など
の経常的な一般財源に占める割合をいいます。18％を超え
ると起債の発行に国・県の許可が必要となりますが、22年
度より18%を下回り、24年度も1.7ポイント改善しました。

実質公債費比率

前年度比　0.004ポイント低下
　地方公共団体における財政基盤の強さを示す指標で、
地方交付税法の規定により算定した基準財政収入額（※
1）を基準財政需要額（※2）で割った数値の当該年度を
含む過去3年間の平均値をいいます。「1」に近いほど財
政力が強くなります。

財政力指数

（※ 1）基準財政収入額＝地方自治体が標準的に収入し得
　　　る地方税等の内、基準財政需要額に対応する部分
　　　で、標準税率で算定した地方税等の収入見込額の
　　　内、市町村にあっては 75％の額。
（※ 2）基準財政需要額＝地方自治体が合理的かつ妥当な
　　　平均的水準で行政を行った場合に要する財政需要
　　　を一定の合理的な方法で算出した額。

前年度比　1.6ポイント改善
　人件費、扶助費、公債費などの義務的性格の経常経費
に、地方税、地方交付税、地方譲与税を中心とする経常
的な収入の一般財源が、どの程度充当されているか、地
方自治体の財政構造の弾力性を判断する指標です。数値
が低いほど余裕があります。
　24年度は、行財政改革等の効果により前年度と比べ
1.6ポイント改善しました。

経常収支比率

　決算を使って財政状況を示す数値を「財
政指標」といいます。この数値を見ると、
市が財政的に健康かどうか分かります。
　24 年度決算を使い、市の財政状況をい
ろいろな角度から分析しました。

財政指標
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お知らせします 市の財政状況

平成２５年度上半期の予算執行状況をお知らせします

◆平成 25 年度に取り組んでいる主な事業
定住を促進する環境を整備します 子育て支援の充実を図ります
新婚世帯家賃助成金

（200 万円）

市内賃貸住宅に入居する新婚世
帯へ家賃助成

住宅建築費助成金
（3500 万円）

市内に住宅建築、改修、用地購
入をする場合に助成金を交付

要支援児対策事業 ( スクラム作戦 )
（1254 万円）

連携支援体制を構築し、就学前
から成人期まで支援

子ども医療支給事業
（1 億 2941 万円）

18 歳に達した年度末までの医
療費自己負担分を助成

教育環境の整備・充実を図ります 安全・安心なまちづくりを推進します
郷土の偉人山田方谷を学ぶ

（115 万円）

郷土の偉人山田方谷について学
び郷土への愛着と誇りを育む

特別支援教育推進事業
（2940 万円）

特別支援教育支援員の配置

すこやかプラン２１推進事業
（1349 万円）

健康相談、健康教育などにポイ
ント制度を取り入れて実施

手話通訳者等の養成講座参加助成
（12 万円）

講座を受講する市内団体に補助
金を交付

交流人口 100 万人を目指します 商工業・農林業の振興
シャルムサッカー教室

（10 万円）

FC 吉備国際大学シャルムの選
手を講師にサッカー教室を開催

備中松山城ライトアップ事業
（175 万円）

松山城の新たな魅力を全国に発
信

竹の利活用啓発事業
（891 万円）

竹資源を有効に活用する「もの
づくり起業」の発展

住宅リフォーム事業費補助金
（3500 万円）

住宅の改修や修繕を行った場合
に費用を助成

利用しやすい施設の整備

■ 問い合わせ
　 理財課財政係　☎�０２０６
　 成羽病院事業は、成羽病院事務局　☎�３１１１
　 水道事業は、上下水道課上水道業務係　☎�０２４２

備中高梁駅バリアフリー化等
整備事業  （3億4776万円）

駅の橋上改札化・バリアフリー化整備
を行い、安全・安心な空間を創出

小・中学校、高校、幼稚園施設
改修事業（1 億 8497 万円）

学校施設の耐震化や改修

◆平成 25 年度予算執行状況（平成 25 年 9 月 30 日現在）
会計名 予算額 執行額 執行率

一般会計 252 億 371 万円　 76 億 3999 万円　 30.31％
特別会計 130 億 8935 万円　 50 億 6397 万円　 38.69％
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◆子ども議会参加者（敬称略）

学 校 名 議 長

高 梁 東 中 細
ほそ

川
かわ

 雄
ゆう

哉
や

③

高 梁 中 笹
ささ

田
だ

 圭
けい

一
いち

③

学 校 名 議 員

高 梁 中
名
な

村
むら

 麻
ま

由
ゆ

子
こ

③ 伊
い

丹
たみ

 展
てん

太
た

②

三
み

村
むら

 海
かい

土
と

③

高 梁 東 中 中
なか

野
の

 文
ふみ

貴
たか

③ 平
ひら

野
の

 愛
まな

歩
ぶ

②

高 梁 北 中 大
おお

林
ばやし

 　 傑
すぐる

③ 倉
くら

本
もと

 憲
けん

治
じ

②

有 漢 中 田
た

村
むら

 悠
ゆ

夏
か

③ 平
ひら

松
まつ

 恵
え

梨
り

奈
な

③

成 羽 中
川
かわ

上
かみ

 知
とも

美
み

 ③ 平
ひら

松
まつ

 奈
な

都
つ

美
み

③

山
やま

下
した

 隼
しゅん

暉
き

③ 田
た

中
なか

 竜
りゅう

矢
や

③

川 上 中 川
か わ 　 か み

上 姫
ひ 　 な

奈 ③ 杉
すぎ

 　 綾
あや

香
か

③

備 中 中 前
まえ

原
はら

 大
だい

輝
き

③ 藤
ふじ

森
もり

 咲
さく

弥
や

③

　
高
梁
市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
自
分
た
ち
の
夢
や
希
望
を
市
政
に
届
け
る
機
会
を
設
け
、
ま
た

市
役
所
の
仕
事
や
議
会
の
仕
組
み
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
行
政
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
、
11
月
５

日
に
市
議
会
議
場
で
中
学
生
子
ど
も
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
市
内
７
中
学
校
か
ら
選
出
さ
れ
た
２
人
が
議
長
を
務
め
、
議
員
17
人
が
活
発
に
発
言
。
近
藤
市
長
・
平
田

教
育
長
が
答
弁
し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ　
学
校
教
育
課
指
導
係　
☎
�
１
５
０
９　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秘
書
政
策
課
公
聴
広
報
係　
☎
�
０
２
１
０

中学生子ども議会を開催

市政に声を届けよう

細川雄哉 議長

○内の数字は学年を表します

笹田圭一 議長
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伊
丹 

展
太
　
議
員

　

平
成
23
年
の
１
年
間
は
、
市
内
に
入

る
人
と
市
外
へ
出
る
人
が
同
じ
で
０
に

な
り
ま
し
た
。
平
成
24
年
は
マ
イ
ナ
ス

54
人
で
し
た
。
社
会
的
要
因
に
よ
る
人

口
減
は
ほ
ぼ
止
ま
っ
た
の
で
、
こ
の
ま

ま
減
っ
て
い
く
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

亡
く
な
る
人
の
方
が
多
い
自
然
減
は
、

４
３
０
か
ら
４
６
０
人
く
ら
い
で
す
。

こ
れ
を
ど
う
す
る
か
が
課
題
で
す
。

　

こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
高

梁
市
に
住
ん
で
も
ら
う
定
住
対
策
を
一

生
懸
命
推
進
し
て
、
住
み
よ
い
環
境
を

つ
く
っ
て
い
ま
す
。
遊
ぶ
場
所
や
店
は
、

人
が
多
く
な
れ
ば
で
き
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
市
と
し
て
は
、
い
か
に
高
梁
市

に
住
ん
で
も
ら
う
か
と
い
う
こ
と
を
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

市
は
現
在
、
家
を
建
て
替
え
た
り
す

る
と
き
の
補
助
金
を
出
す
制
度
と
か
、

市
内
で
結
婚
式
の
披
露
宴
を
し
た
と
き

の
助
成
、
新
し
く
家
庭
を
持
っ
た
人
へ

の
民
間
家
賃
の
助
成
、
学
生
マ
ン
シ
ョ

ン
を
世
帯
用
に
変
更
す
る
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。
雇
用
を
確
保
す
る
た
め
に

企
業
の
誘
致
、
雇
用
を
増
や
し
て
も
ら

う
よ
う
な
働
き
か
け
と
助
成
も
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
対
策
を
取
っ
て
き

た
か
ら
、
市
外
に
出
る
人
が
少
な
く
な

り
、
平
成
23
年
と
24
年
は
社
会
減
が
少

な
く
な
っ
た
と
分
析
し
て
い
ま
す
。

国
勢
調
査
人
口
は
、
平
成
17
年

か
ら
平
成
22
年
の
５
年
間
で

３
８
３
６
人
減
少
し
ま
し
た
。
平
均
す

る
と
、
１
年
で
約
７
６
０
人
の
減
少
で

す
。
こ
の
５
年
間
は
、
市
内
に
入
っ
て

く
る
人
と
市
外
に
出
て
い
く
人
と
の
差

が
１
年
当
た
り
約
３
３
０
人
で
市
外
に

出
て
い
く
人
が
多
く
、
生
ま
れ
て
く
る

赤
ち
ゃ
ん
と
亡
く
な
る
人
の
差
が
約

４
４
０
人
で
亡
く
な
る
人
が
多
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。

高
梁
中

  
名
村 
麻
由
子
　
議
員

  

三
村 
海
土
　
議
員

質
問
と
答
弁
の
概
要

小
中
学
生
や
高
校
生
の
い
じ
め
が

全
国
的
に
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
高
梁
中
学
校
で
は
、
い
じ
め
を
防

ぐ
た
め
に
、
生
徒
会
活
動
で「
人
権
ス
ロ

ー
ガ
ン
」や「
あ
い
さ
つ
運
動
」に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

高
梁
市
の
い

じ
め
対
策
は
、

ど
の
よ
う
な

こ
と
を
考
え

て
い
ま
す
か
。

い
じ
め
は
、
み
ん
な
が
安
心
し
て
安

全
な
学
校
生
活
を
送
る
上
で
決

し
て
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
り
、
深
刻

な
人
権
問
題
で
す
。

　

ち
ょ
う
ど
１
年
前
、
滋
賀
県
の
中
学

生
が
自
ら
命
を
絶
つ
事
件
が
あ
り
ま
し

た
。
い
じ
め
を
防
ぎ
、
被
害
者
を
守
れ

な
か
っ
た
こ
と
が
全
国
的
に
問
題
と
な

り
、
国
と
し
て
い
じ
め
防
止
に
取
り
組

む
た
め
、「
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
」

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
新
し
い
法

律
に
は
、
い
じ
め
を
防
止
す
る
た
め
に

高
梁
中

学
校
な
ど
が
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
、
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
後
、
岡
山
県
と
高
梁
市
、

そ
し
て
各
学
校
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
態

に
応
じ
た
実
効
性
の
あ
る
方
針
を
作
っ

て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、「
明
る
い
学
校
づ
く
り
支
援

事
業
」
と
い
う
新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
、
市
内
の
全
小
学
校
５
年
生
と
全
中

学
校
１
年
生
に
ハ
イ
パ
ー
Ｑ
Ｕ
と
い
う

心
理
検
査
を
実
施
し
、
学
校
や
学
級
の

様
子
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
い
じ
め
の

未
然
防
止
や
早
期
の
対
応
に
つ
な
げ
て

行
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
携

帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
使
い
方

を
誤
る
と
問
題
が
起
き
る
の
で
、
情
報

モ
ラ
ル
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

高
梁
中
学
校
の
生
徒
会
で「
人
権
ス
ロ

ー
ガ
ン
」な
ど
の
取
り
組
み
を
活
発
に
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
、
最
も

い
じ
め
防
止
に
大
切
な
こ
と
で
す
。
人

権
を
尊
重
す
る
意
識
を
磨
き
、
安
心
し

て
み
ん
な
が
楽
し
く
過
ご
せ
る
学
校
に

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
22
年
の
国
勢
調
査
で
、
高
梁
市

の
人
口
が
県
内
で
一
番
減
少
し
て

い
た
と
い
う
報
道
を
見
ま
し
た
。
若
者
が

多
く
い
る
ほ
う
が
町
に
活
気
が
出
る
し
、

意
見
を
多
く
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
ま
す
。
ク
ラ
ス
で
は
、
ほ
と
ん
ど

の
人
が
遊
ぶ
場
所
や
お
店
が
少
な
い
か
ら
、

市
に
魅
力
が
な
い
と
い
う
意
見
で
し
た
。

高
梁
市
に
住
ん
で
い
る
人
が
、
住
み
よ
い

と
思
え
る
町
づ
く
り
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　中学生子ども議会

答弁する平田教育長
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大
林 

　
傑
　
議
員

 

倉
本 

憲
治
　
議
員

全
校
生
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、

「
将
来
高
梁
市
に
住
み
た
い
か
」

の
質
問
に
約
４
割
の
生
徒
が
「
思
わ
な

い
」
と
回
答
し
ま
し
た
。「
ど
ん
な
環
境

で
子
育
て
を
し
た
い
か
」
で
は
「
自
然
が

豊
か
で
安
全
。
病
院
や
店
な
ど
が
あ
り
、

生
活
が
便
利

な
環
境
」
な

ど
の
意
見
が

出
ま
し
た
。

高
梁
市
は
少

子
化
対
策
に

つ
い
て
、
ど

う
考
え
て
い

ま
す
か
。

高
梁
北
中

  

中
野 

文
貴
　
議
員

  
平
野 

愛
歩
　
議
員

備
中
高
梁
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、

高
梁
中
央
図
書
館
や
市
役
所
新

庁
舎
な
ど
が
で
き
る
と
市
に
ど
ん
な
利

益
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
体
の
不
自

由
な
人
や
高
齢
者
で
も
利
用
し
や
す
く

な
り
、
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、

金
銭
面
や
市
民
の
意
見
は
大
丈
夫
で
し

ょ
う
か
。
こ
の
整
備
で
高
梁
市
が
も
っ

と
活
気
が
あ
り
、
生
活
し
や
す
い
町
に

な
っ
て
く
れ
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

高
梁
東
中

現
在
の
備
中
高
梁
駅
は
、
電
車
と
ホ

ー
ム
に
段
差
が
あ
り
、
足
が
痛

い
人
や
荷
物
を
持
っ
た
人
が
乗
る
の
に

非
常
に
不
便
だ
と
思
い
ま
す
。
高
齢
化

率
が
高
く
な
っ
て
き
て
い
る
た
め
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

併
せ
て
、
市
の
玄
関
口
で
あ
る
駅
を
整

備
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
駅
前
で

迎
え
の
車
が
渋
滞
し
て
い
る
の
で
、
ロ

ー
タ
リ
ー
を
駅
の
西
と
東
に
造
り
、
自

動
車
の
混
雑
を
緩
和
し
ま
す
。

　

バ
ス
セ
ン
タ
ー
の
場
所
に
は
、
駅
を

利
用
す
る
人
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
、

図
書
館
機
能
を
持
っ
た
複
合
施
設
を
建

設
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
人
が
た

く
さ
ん
集
ま
る
と
こ
ろ
で
す
か
ら
、
ま

ず
安
全
を
確
保
し
な
が
ら
、
皆
さ
ん
が

利
用
で
き
る
よ
う
な
施
設
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

市
役
所
に
つ
い
て
は
、
震
度
５
弱
で

倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
耐
震
を
施

し
た
市
役
所
に
建
て
替
え
る
時
期
で
あ

る
と
判
断
し
ま
し
た
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

な
ど
を
備
え
た
、
誰
で
も
利
用
し
や
す

い
庁
舎
に
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
い
う
施
設
を
造
る
こ
と
で
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
便
利
に
な
り
、
高
梁
市

に
住
も
う
と
思
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
が

大
事
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

建
設
費
は
、
国
の
補
助
金
と
地
方
債

と
い
う
借
金
で
賄
う
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
こ
の
地
方
債
は
、
借
り
た
額
の
７

割
を
国
が
補
て
ん
し
て
く
れ
る
の
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
負
担
は
３
割
く
ら
い

に
な
り
ま
す
。

　

駅
周
辺
の
整
備
が
で
き
て
、
み
ん
な

が
住
み
や
す
い
町

に
な
っ
て
く
れ
た

ら
と
い
う
感
想
で

し
た
。
私
も
同
じ

考
え
で
、
さ
ま
ざ

若
い
世
代
が
子
育
て
に
夢
を
持
っ
て
、

次
世
代
を
担
っ
て
く
れ
る
子
ど
も

を
安
心
し
て
産
み
、
育
て
る
こ
と
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
高
梁
に
住
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
に
、
少
子
化
対
策
を
い
ろ
い
ろ
と

し
て
い
ま
す
。
18
歳
ま
で
医
療
費
無
料
化

は
、
県
27
市
町
村
の
う
ち
高
梁
市
だ
け
で

す
。
小
中
学
生
の
遠
距
離
通
学
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
高
校
生
へ
の
バ
ス
通
学
定
期

券
の
２
分
の
１
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
市

内
で
結
婚
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
、

ハ
ッ
ピ
ー
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
事
業
や
新
婚
世

帯
へ
の
家
賃
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

少
子
化
対
策
は
、
人
に
よ
っ
て
違
う
と

思
い
ま
す
。
子
育
て
し
た
い
環
境
が
あ

る
か
ど
う
か
、
子
ど
も
を
産
み
た
く
て
も

産
め
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
を

個
々
に
考
え
な
が
ら
、
対
策
を
打
っ
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

高
梁
市
で
は
、
生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も

の
数
が
一
番
下
の
ピ
ー
ク
よ
り
も
少
し
上

が
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
市
外
に
出
て

い
く
人
の
方
が
多
い
社
会
的
要
因
に
よ
る

人
口
減
が
少
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
に

連
動
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
高
梁
市
に
住
ん
で
も
ら
え
る
環
境
づ
く

り
を
進
め
、
そ
の
こ
と
で
少
し
で
も
子
ど

も
が
増
え
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
高
梁
市
に
住
も
う
と

思
わ
な
い
」と
い
う
回
答
は
残
念
で
す
が
、

ち
ゃ
ん
と
子
育
て
が
で
き
る
環
境
で
あ
る

こ
と
が
分
か
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
こ

れ
か
ら
も
努
力
し
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の

人
に
高
梁
市
に
住
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に

し
て
い
き
ま
す
。

ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
皆

さ
ん
が
便
利
に
な
る
町
づ
く
り
の
た
め

に
懸
命
に
努
力
を
し
ま
す
。
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の
交
流
人
口
を
現
在
の
約
60
万
人
か
ら
、

１
０
０
万
人
に
す
る
と
い
う
目
標
を
掲
げ

て
い
ま
す
。
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
リ
ー
ズ
の
開
催
、
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

岡
山
シ
ー
ガ
ル
ズ
の
合
宿
と
中
学
生
や
マ

マ
さ
ん
へ
の
指
導
な
ど
で
市
内
の
人
と
市

外
の
人
と
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

女
子
サ
ッ
カ
ー
・
な
で
し
こ
リ
ー
グ
で

頑
張
っ
て
い
る
Ｆ
Ｃ
吉
備
国
際
大
学
シ
ャ

ル
ム
が
高
梁
を
全
国
に
発
信
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。
シ
ャ
ル
ム
の
効
果
も
期
待
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
は
、
４
つ
の
野
球
場
が
あ
り
ま

す
。
京
阪
神
の
人
に
と
っ
て
は
、
恵
ま
れ

た
環
境
で
す
。
こ
う
い
う
地
の
利
と
い
う

の
も
利
用
し
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
、

ス
ポ
ー
ツ
交
流
と
い
っ
た
も
の
を
こ
れ
か

ら
も
ど
ん
ど
ん
誘
致
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な
く
、
観
光

や
文
化
芸
術
の
交
流
、
例
え
ば
吹
奏
楽
部

や
ダ
ン
ス
部
の
合
宿
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

交
流
を
通
じ
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
接
し

て
も
ら
う
機
会
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

市
内
に
は
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
市
外
に
ア
ピ
ー

ル
す
れ
ば
、
多
く
の
人
が
訪
れ
、
魅
力

を
知
っ
て
も
ら
え

る
き
っ
か
け
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
お
互
い
の

交
流
も
で
き
、
地

域
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

 

田
村 

悠
夏
　
議
員

 
平
松 

恵
梨
奈
　
議
員

平
成
24
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
全
体

の
利
用
者
数
は
、
延
べ
約
23
万
人

で
す
。
こ
の
う
ち
約
19
万
人
が
高
梁
市
の

人
で
市
外
の
人
が
約
４
万
人
の
利
用
で
し

た
。
施
設
の
Ｐ
Ｒ
の
具
体
的
な
取
り
組
み

は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲
載
し
、

各
施
設
の
空
き
情
報
な
ど
を
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。
特
に
土
・
日
曜
日
に
非
常
に

多
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
な
か
な

か
使
え
な
い
と
い
う
状
況
も
あ
り
ま
す
。

　

施
設
の
情
報
は
口
コ
ミ
で
も
広
が
っ
て

い
ま
す
。
有
漢
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

は
、
県
内
で
一
番
い
い
施
設
で
す
か
ら
、

多
く
の
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

高
梁
市
の
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
、
観
光

雇
用
促
進
住
宅
は
、
雇
用
と
職
業
の

安
定
を
図
る
た
め
に
、
働
く
人
の

住
宅
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
か
ら
、
全
国
に
設
置
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
国
は
雇
用
促
進
住
宅
は
役
割
を

終
え
た
と
判
断
し
、
早
期
に
廃
止
す
る
方

針
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

　

市
と
し
て
も
、
市
営
住
宅
と
し
て
活
用

で
き
な
い
か
な
ど
、
購
入
に
つ
い
て
検
討

し
ま
し
た
が
、
平
成
21
年
３
月
に
購
入
し

な
い
と
い
う
決
定
を
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
建
物
を
取
り
壊
し
て
、
更
地

に
し
て
売
却
を
す
る

と
い
う
予
定
が
あ
る

と
聞
い
て
い
る
の
で
、

民
間
で
の
活
用
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

  

川
上 

知
美
　
議
員

  

平
松 

奈
都
美
　
議
員

成
羽
高
校
の
跡
地
に
つ
い
て
は
、
高

梁
市
で
持
っ
て
い
る
老
人
ホ
ー

ム
を
統
合
し
た
新
し
い
老
人
ホ
ー
ム
と

成
羽
地
域
の
二
つ
の
保
育
園
に
幼
稚
園

の
機
能
を
合
わ
せ
た
認
定
こ
ど
も
園
を

整
備
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

校
舎
に
つ
い

て
は
、
耐
震
診

断
の
結
果
か
ら

取
り
壊
し
、
そ

こ
へ
新
し
い
施

設
を
考
え
て
い
ま
す
。
今
あ
る
体
育
館

や
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
地
域
の

皆
さ
ん
に
そ
の
ま
ま
活
用
し
て
い
た
だ

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
家
族
や
友
人
、

地
域
と
の
絆
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
場
所
に
な
る
よ
う
に
、
市
と
し

て
も
努
め
て
い
き
ま
す
。

元
雇
用
促
進
住
宅
を
地
域
の
人
や
子

ど
も
た
ち
が
触
れ
合
う
こ
と
が
で

き
る
場
所
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
、
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
の
か
教
え

て
く
だ
さ
い
。

有
漢
中

成
羽
中

旧
成
羽
高
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
家

族
や
友
だ
ち
、
地
域
と
の
絆
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　中学生子ども議会

 

山
下 

隼
暉
　
議
員

 

田
中 

竜
矢
　
議
員

成
羽
中

質問に答える近藤市長
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皆
さ
ん
で
相
談
を
し

て
い
た
地
域
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
っ
て
多
く

の
命
が
救
わ
れ
た
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

大
雨
や
地
震
な
ど
の
緊
急
時
に
は
、

ま
ず
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
。
次
に

周
り
の
人
が
気
付
い
て
助
け
て
あ
げ
る

と
い
う
こ
と
が
大
事
で
す
。
自
助
、
互

助
に
行
政
の
公
助
と
い
う
の
が
加
わ
っ

て
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
安
全
や
安
心
が

守
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
、
携
帯
電
話
へ
の
メ
ー
ル
配
信

の
普
及
、
啓
発
活
動
や
地
域
で
何
が
必

要
と
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
も
検

討
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
地
域
に
合
っ
た
防
災
用
の
施
設

の
整
備
も
考
え
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
と
合
わ
せ
て
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
自
助
、
互
助
を
ま
ず
持
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
地
域
の

つ
な
が
り
が
大
切
で
す
。

　

機
械
に
全
部
頼
っ
て
も
１
０
０
％
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
自
分
と
地
域

の
力
が
一
番
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
行
政
と
し
て
、
い
か
に

速
く
確
実
に
情
報
を
伝
達
す
る
か
と
い

う
手
段
と
い
う
も
の
を
考
え
て
い
き
ま

す
。

山
田
方
谷
先
生
の
Ｐ
Ｒ
に
予
算
を

投
入
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
化

を
実
現
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
方

谷
先
生
こ
そ
「
い
ま
」
に
ふ
さ
わ
し
い
人

物
と
考
え
ま
す
。
伝
統
あ
る
高
梁
市
が

活
気
に
あ
ふ
れ
人
や
物
が
行
き
交
う
町

に
な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
郷
土
の
偉
人
を
知

る
と
い
う
こ
と
は
大
事
で
す
。
そ

の
中
で
、
山
田
方
谷
先
生
に
注
目
し
て
く

れ
た
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
頼
も
し
く
思

い
ま
す
。

　

全
国
で
52
万
人
を
超
え
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

ド
ラ
マ
化
を
求
め
る
署
名
が
集
ま
り
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
に
届
け
ま
し
た
。
１
０
０
万
人
を
目

標
に
活
動
を
始
め
ま
し
た
が
、
大
河
ド
ラ

マ
化
だ
け
が
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
方

谷
先
生
の
財
政
改
革
や
教
育
と
い
う
も
の

を
今
の
時
代
と
重
ね
合
わ
せ
る
と
、
ま
さ

に
方
谷
先
生
が
と
っ
て
き
た
道
の
上
に
乗

っ
て
い
く
べ
き
時
代
だ
と
同
感
で
す
。

い
つ
災
害
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な

い
状
況
に
な
っ
て
い
る
か
ら
こ

そ
必
要
な
の
が
、
緊
急
の
情
報
伝
達
手

段
で
す
。
こ
れ
を
ど
う
す
る
の
か
と
い

う
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
一
つ

で
１
０
０
％
完
璧
な
も
の
は
で
き
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
情
報

伝
達
手
段
を
複
数
作
る
こ
と
が
大
事
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
携
帯
電
話
へ
の
防

災
情
報
の
メ
ー
ル
配
信
も
そ
の
一
つ
で
、

こ
れ
を
も
っ
と
広
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
が
起
き
た
と
き
、
津

波
に
対
し
て
の
避
難
の
仕
方
を
地
域
の

９
月
の
大
規
模
な
自
然
災
害
で
被

害
を
受
け
ま
し
た
。
停
電
時
に
は

テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
情
報
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
情
報
が
無

い
と
い
う
こ
と
は
恐
ろ
し
い
こ
と
で
す
。

市
内
全
域
に
確
実
に
連
絡
で
き
る
よ
う

な
手
段
が
あ
れ
ば
よ
い
と
考
え
ま
す
。

　中学生子ども議会

　

方
谷
先
生
は
、
子
弟
を
し
っ
か
り
と
教

育
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
地
か

ら
多
く
の
先
輩
偉
人
が
出
て
い
ま
す
。
学

問
で
物
事
を
学
び
、
そ
れ
を
そ
し
ゃ
く
し
、

糧
と
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
中
学
校
、
次
の
高
等

教
育
で
も
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

方
谷
先
生
が
、「
事
の
外
に
立
ち
て
、
事

の
内
に
屈
せ
ず
」と
い
う
言
葉
を
残
し
て
い

ま
す
。
自
分
が
そ
の
中
に
い
た
の
で
は
、

分
か
ら
な
い
こ
と
も
事
の
外
に
立
っ
て
、

周
り
か
ら
見
た
ら
解
決
し
て
い
く
も
の
と

思
っ
て
い
ま
す
。
一
歩
下
が
っ
て
冷
静
に

見
る
目
を
養
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ド
ラ
マ
化
に
つ
い
て
は
、
高
梁
の
広
め

る
会
、
新
見
、
真
庭
、
岡
山
の
連
絡
会
、

東
京
の
広
め
る
会
な
ど
、
多
く
の
会
が
で

き
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
皆
さ
ん
と
一
緒

に
こ
れ
か
ら
も
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
高
梁
の
地
か
ら
、
方
谷
先
生
の

偉
業
、
教
え
と
い
う
も
の
を
全
国
に
発
信

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

大
河
ド
ラ
マ
化
に
向
け
て
、
こ
れ
か
ら

も
懸
命
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん

が
し
っ
か
り
勉
強
し
て
、
高
梁
か
ら
世
界

を
担
う
よ
う
な
人

が
出
る
こ
と
を
大

い
に
期
待
し
て
い

ま
す
。

 

川
上 

姫
奈
　
議
員

 
杉
　 

綾
香
　
議
員

川
上
中

 

前
原 

大
輝
　
議
員

 

藤
森 

咲
弥
　
議
員

備
中
中
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年末年始の業務案内
＜市役所窓口業務＞　 ※住民票の写しや各種証明書が必要な人は、お早めに手続きを。

休　業　日 注意事項 問い合わせ（宿日直）

12/28 ㈯～ 1/5 ㈰
　休業期間中、斎場使用の申し込みや戸籍の届出は、
本庁・各地域局の宿日直で受け付けます。ただし、
各地域局は、夜間（午後 5 時 15 分以降）の受け付
けはありません。

本　庁 ☎� 0200

地域局
有漢  ☎� 3200 成羽  ☎� 3211
川上  ☎� 2200 備中  ☎� 2211

分　　　類 休　業　日 問い合わせ

収
集

燃やせるごみ 12/31 ㈫ ～ 1/2 ㈭
環境課　☎� 0259
各地域局地域振興課

燃やせないごみ 12/31 ㈫ ～ 1/5 ㈰
資源収集品 12/28 ㈯ ～ 1/5 ㈰

持
ち
込
み

燃やせるごみ
燃やせないごみ

12/31 ㈫ ～ 1/5 ㈰
※ 12/29 ㈰ ～ 12/30 ㈪は受け入れします。
※ 1/3 ㈮は燃やせるごみのみ受け入れします。

（時間 8:30 ～ 12:00、13:00 ～ 16:30）
クリーンセンター（段町）　☎� 4651

資源収集品 12/28 ㈯ ～ 1/5 ㈰ リサイクルプラザ（落合町阿部）☎� 0530

＜ごみ等の収集業務・持ち込み＞

＜し尿くみ取り業務＞ ＜火葬業務＞
休　業　日 問い合わせ 休　業　日 問い合わせ

12/28 ㈯ ～ 1/5 ㈰ 環境課　☎� 0259
各地域局地域振興課

1/1 ㈬
※祭壇の飾り付けは行います。 環境課　☎� 0259

施　設　名 休　館　日 問い合わせ 施　設　名 休　館　日 問い合わせ
総合文化会館 12/28 ㈯ ～ 1/4 ㈯ ☎� 1040

備中松山城
無休
※ 12/28 ㈯ ～ 1/4 ㈯
　本丸へは入場できません

管理事務所
☎� 1487文化交流館

（歴史美術館） 12/28 ㈯ ～ 1/4 ㈯ ☎� 0180

成羽美術館 12/28 ㈯ ～ 1/4 ㈯ ☎� 4455
うかん常山公園

公園は無休
※レストハウス・風ぐるま市場
　12/31 ㈫ ～ 1/3 ㈮ 休業

有漢：地域振興課
☎� 3212吉備川上ふれあい

漫画美術館 12/29 ㈰ ～ 1/3 ㈮ ☎� 3664

景年記念館 12/28 ㈯ ～ 1/4 ㈯ 社会教育課文化係
☎� 1516

吹屋ふるさと村
  郷土館、旧片山家住宅、
  笹畝坑道、広兼邸、
  ベンガラ館

12/29 ㈰ ～ 31 ㈫
※ 1/1 ㈬から営業

成羽町観光協会
吹屋支部
☎� 2222

図  
書  

館  

等

高梁中央図書館 12/29 ㈰ ～ 1/3 ㈮ ☎� 2912

弥高山公園
無休
※ロッジ
　12/29 ㈰の宿泊まで受付
　1/5 ㈰ から営業

管理事務所
☎� 2830

成羽図書館 12/29 ㈰ ～ 1/3 ㈮ ☎� 2589

有漢図書室 12/28 ㈯ ～ 1/4 ㈯ 有漢公民館
☎� 2013

川上図書室 12/28 ㈯ ～ 1/5 ㈰ 川上公民館
☎� 2203 マンガ絵ぶた公園

無休
※展示施設
　12/28 ㈯ ～ 1/5 ㈰ 休業

備北商工会川上支所
☎� 2000

備中図書室 12/28 ㈯ ～ 1/5 ㈰ 備中公民館
☎� 4515 西山高原レジャー施設 無休 ☎� 3633

＜主な観光施設＞

＜主なスポーツ施設＞
施　設　名 休　館　日 問い合わせ

市民体育館（勤労青少年ホーム） 12/28 ㈯ ～ 1/4 ㈯ 市民体育館　☎� 1880神原スポーツ公園・高梁運動公園・ききょう緑地 12/28 ㈯ ～ 1/4 ㈯
有漢スポーツパーク・有漢テニスコート 12/28 ㈯ ～ 1/4 ㈯ 有漢：地域振興課　☎� 3200有漢総合グラウンド・有漢体育館 12/28 ㈯ ～ 1/3 ㈮
なりわ運動公園 12/28 ㈯ ～ 1/4 ㈯ 成羽：地域振興課　☎� 3211成羽武道館 12/28 ㈯ ～ 1/3 ㈮
備中やすらぎの里（多目的グラウンド・テニスコート） 12/28 ㈯ ～ 1/4 ㈯ 備中：地域振興課　☎� 4513用瀬嶽フリークライミング広場 無休
＜生活福祉バス＞

全便運休期間 問い合わせ
12/28 ㈯ ～ 1/5 ㈰ 市民課市民係　☎� 0254

※掲載しているものは主なものです。掲載されていないものに
　ついては、各施設または市役所等へお問い合わせください。

＜主な文化施設＞
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「
２
年
連
続
で
選
抜
さ
れ
、
昨
年

の
予
選
敗
退
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
練

習
に
励
み
、
今
年
は
ベ
ス
ト
16
に
入

れ
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
経
験
を
生

か
し
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご

声
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

■
難な

ん

波ば 

諒ま
さ

樹き

君
（
川
上
町
下
大
竹
）

倉
敷
商
業
高
校
３
年

●
国
民
体
育
大
会
［
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
少
年
男
子
］

（
９
月
29
日
～
10
月
２
日
・
東
京
都
）

■
鹿か

島し
ま 

義よ
し

雄お

さ
ん
（
成
羽
町
成
羽
）か

わ
か
み
療
護
園

●
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
［
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
］
優
勝

　
（
10
月
12
日
～
14
日
・
東
京
都
）

■
川か

わ

上か
み 

桂け
い

二じ

さ
ん
（
川
上
町
上
大
竹
）㈱

フ
ル
ハ
ウ
ス

　
「
ど
の
試
合
も
苦
し
い
試
合

ば
か
り
で
し
た
。
こ
の
優
勝
を

糧
に
も
っ
と
成
長
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
応
援
、
支
え

て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

■
山や

ま

本も
と 

鉄て
つ

也や

君
（
巨
瀬
町
）

高
梁
高
校
２
年

●
国
民
体
育
大
会
［
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
少
年
男
子
］
準
優
勝

　
（
９
月
29
日
～
10
月
１
日
・
東
京
都
）

■
三み

村む
ら 

友と
も

洋ひ
ろ

君
（
津
川
町
今
津
）

高
梁
高
校
３
年

■
小こ

見み

山や
ま 

拓た
く

也や

君
（
松
山
）

高
梁
高
校
３
年

■
藤ふ

じ

井い 

翔し
ょ
う

吾ご

君
（
津
川
町
今
津
）

高
梁
高
校
３
年

　
「
全
国
大
会
の
決
勝
で
東
京

都
に
勝
利
し
、
２
年
連
続
で
７

度
目
の
全
国
制
覇
が
で
き
ま
し

た
。
皆
さ
ん
の
応
援
の
お
か
げ

だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

社
会
福
祉
事
業
従
事
功
労

安や
す

原は
ら 

隆た
か

資し
さ
ん

（68）
　（
南
町
）

　

昭
和
46
年
に
高
梁
中
央
保
育
園
、

昭
和
52
年
に
落
合
保
育
園
を
設
立

し
、
毎
年
約
１
７
０
人
の
保
育
を
実

施
。
両
園
と
も
通
常
の
保
育
に
加

え
、
乳
児
保
育
や
延
長
保
育
等
の
特

別
保
育
を
実
施
し
、
多
様
化
す
る
保

護
者
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
し
て
い

ま
す
。

　

地
域
と
の
交
流
も
積
極
的
に
行

い
、
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
、
茶
道
、

粘
土
遊
び
な
ど
情
操
教
育
に
重
点
を

置
い
た
独
自
の
保
育
方
針
を
展
開

し
、
明
る
く
元
気
な
子
ど
も
た
ち
を

育
ん
で
い
ま
す
。

　

国
、
県
、
市
の
保
育
協
議
会
の
役

員
を
歴
任
す
る
ほ
か
、
子
育
て
支
援

施
策
に
熱
心
に
取
り
組
み
、
児
童
福

祉
の
充
実
に
尽
力
し
ま
し
た
。

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

写
真
右
か
ら　

　「メンバーがそろっていてチームの雰囲気も良く、優勝を狙ってい
たので、準優勝は悔いが残ります。大学に入ってもソフトボールを
続けていくので、この悔しさを忘れず『倍返しだ！』の気持ちで頑
張ります。皆さんの応援、ありがとうございました」と三村君。

功績をたたえて

栄光をたたえます
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■
大お

お

枝え
だ 

巧た
く

弥や

君
（
横
町
）

総
社
南
高
校
３
年

●
国
民
体
育
大
会
［
陸
上
・
少
年
男
子
Ａ 

三
段
跳
］

　
（
10
月
４
日
～
８
日
・
東
京
都
）

　
「
国
体
で
は
不
本
意
な
結
果

に
終
わ
っ
た
の
で
、
大
学
に

入
っ
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
っ

か
り
積
み
、
来
年
こ
そ
全
国
大

会
で
入
賞
し
た
い
と
思
い
ま

す
」

　
「
悔
し
い
思
い
が
多
く
残
り

ま
し
た
が
、
自
分
自
身
さ
ら

に
成
長
し
、
次
こ
そ
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
で
活
躍
で
き
る
よ

う
に
頑
張
り
た
い
と
強
く
思

い
ま
し
た
」

■
濱は

ま

本も
と 

ま
り
ん
さ
ん
（
頼
久
寺
町
）

吉
備
国
際
大
学
１
年

●
Ａ
Ｆ
Ｃ 

Ｕ
‐
19
女
子
選
手
権
［
サ
ッ
カ
ー
］

（
10
月
11
日
～
20
日
・
中
華
人
民
共
和
国 

南
京
市
）

■
橘た

ち
ば
な

　

 

麗れ

衣い

さ
ん
（
南
町
）

吉
備
国
際
大
学
２
年

●
国
民
体
育
大
会
［
サ
ッ
カ
ー
・
女
子
］

　
（
９
月
29
日
～
10
月
３
日
・
東
京
都
）

■
高た

か

塚つ
か 

綾あ
や

音ね

さ
ん
（
川
端
町
）

吉
備
国
際
大
学
２
年

■
三み

や
け宅 

あ
ゆ
み
さ
ん
（
原
田
南
町
）

吉
備
国
際
大
学
３
年

■
中な

か

井い 
優ゆ

う

那な

さ
ん
（
川
端
町
）

吉
備
国
際
大
学
３
年

■
渡わ

た

邊な
べ 

和か
ず

美み

さ
ん
（
弓
之
町
）

吉
備
国
際
大
学
３
年

■
山や

ま

口ぐ
ち 

紗さ

矢や

さ
ん
（
原
田
南
町
）吉

備
国
際
大
学
４
年

■
森も

り

迫さ
こ 

あ
や
め
さ
ん
（
成
羽
町
）

作
陽
高
校
２
年

写
真
後
列
右
か
ら　

写
真
前
列
右
か
ら　

■
今い

ま

中な
か 

綾あ
や

乃の

さ
ん
（
上
谷
町
）

吉
備
国
際
大
学
２
年

　
「
初
め
て
の
世
界
大
会
で
、

緊
張
し
て
思
う
よ
う
に
演
武
が

で
き
ず
、
悔
し
い
思
い
を
し
ま

し
た
。
こ
の
経
験
を
生
か
し
て

来
年
こ
そ
練
習
の
成
果
が
だ
せ

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
」

■
樽た

る

本も
と 

香か

奈な

さ
ん
（
新
町
）

吉
備
国
際
大
学
１
年

●
全
日
本
学
生
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
個
人
選
手
権
大
会

　
（
９
月
13
日
～
15
日
・
熊
本
県
）

　
「
大
会
で
大
学
の
レ
ベ
ル
の

高
さ
を
思
い
知
り
ま
し
た
。

も
っ
と
も
っ
と
練
習
し
て
、

来
年
は
３
位
以
内
を
目
指
し
、

ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
入
り
で

き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」

■
坂さ

か

元も
と 

芙ふ

美み

佳か

さ
ん
（
奥
万
田
町
）

吉
備
国
際
大
学
２
年

●
少
林
寺
拳
法
世
界
大
会　

（
８
月
24
日
～
25
日
・
大
阪
府
）

　
「
外
国
か
ら
た
く
さ
ん
の
選

手
が
来
て
い
て
、
緊
張
し
ま
し

た
。
今
大
会
で
は
実
力
が
出
し

切
れ
な
か
っ
た
の
で
、
次
の
大

会
に
向
け
、
み
ん
な
で
練
習
を

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

　「日本一を目標に掲げ始動しましたが、結果は 5位で
した。私自身の技術不足、目標設定の甘さを痛感し、応
援してくださった多くの方の期待に応えることができず
悔しいです。私のゴールはまだまだ先にあるので、この
経験を自身のチームで生かしていきます。国体に関わっ
た全ての方に感謝の気持ちでいっぱいです」と山口さん。

「
栄
光
を
た
た
え
ま
す
」
に
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

市
内
に
在
住
、
ま
た
は
市
内
で
活
動
し
、
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ

活
動
の
全
国
大
会
出
場
、
そ
れ
に
準
ず
る
成
績
を
収
め
た
個

人
・
団
体
の
情
報
が
あ
れ
ば
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

秘
書
政
策
課
公
聴
広
報
係　

☎
�
０
２
１
０
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注１　公的年金等に係る雑所得以外の所得金額の例

注２　公的年金等以外に２０万円以下の所得（個人年金や一時所得など）がある場合、医療費控除や寄付金控除、
生命保険料控除など所得控除を追加する場合は、市県民税の申告が必要です。

※申告相談会場へ行くことができない場合は、書類を作成して郵送しても構いません。市県民税の申告書は、市役所・
各地域局・各地域市民センターで１月以降に入手することができますが、地域局などへ出向くことができない場
合は、税務課へ連絡していただければ郵送も可能です。申請書の記入方法などお気軽にお問い合わせください。

◎個人年金の収入がある場合
　　受領した金額（収入）－掛け金（経費）＝所得金額
◎生命保険一時金、損害保険満期金（家屋等）など一時金の収入がある場合
　　（受領した金額（収入）－掛け金（経費）－ 50万円）× 1/2 ＝所得金額
◎農業・営業・不動産収入がある場合
　　各事業収入－経費＝所得金額
※個人年金や一時金の計算で、収入より経費が多い場合は所得金額は０円になります。

年金受給者の皆さまへ

「税の申告準備」を始めましょう！
　所得税の確定申告、市県民税の申告準備は、早めの「今！」から始めましょ
う。年金受給者の人については、確定申告が必要かどうかを簡単に判断でき
るフローチャートを作成しましたので参考にしてください。
※所得が公的年金等による雑所得のみの場合は、確定申告の必要はありません。

確定申告に必要な書類は大切に保管しておきましょう
　年金受給者の人は、年金機構等から送られてくる「公的年金等の源泉徴収票」を保管しておきましょう。
　また、個人年金、生命保険一時金や損害保険満期金の「支払調書」、生命保険料控除証明書、地震保
険料控除証明書など、申告資料も保管しておきましょう。

　■問い合わせ　税務課市民税係　☎�０２１４

公的年金等の収入金額（２カ所以上ある場合は、その合計額）が４００万円以下である
※「公的年金等」の中には、遺族・障害年金等の非課税の給付は含まれません

公的年金等に係る雑所得以外の所得金額 注１ が２０万円以下である

源泉徴収税額や予定納税の税額がない

所得税の確定申告が必要です 所得税の確定申告は不要です

いいえ（還付申告の場合のみ） はい

はい

はいいいえ

いいえ

※ただし、公的年金以外に所得がある場合は市県民税の申告が必要 注２ 

所得税の確定申告が
必要かどうかは、これ
らの所得金額の合計
が２０万円以下かどう
かで判断します。

⇨

【年金受給者】確定申告が必要かチェックしてみましょう。
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　歌・書・画の三芸に独自の境地を開いた本市の名誉市民・清水比庵（１８８３年～１９７５年）にちなん
で、高梁比庵会が公募していた「清水比庵大賞・短歌の部」の入賞作品が決まりました。
　同賞は、清水比庵の偉業と足跡を顕彰するとともに、優れた短歌を広く募集して文化の振興に寄与する目
的で創設されています。今回は、海外を含む全国から８１６首の応募がありました。

■第７回清水比庵大賞（短歌の部）が決まりました

　平成２６年１月１日から、市税等を納期限までに納付されない場合にかかる延滞金の利率が次のとおり引
き下げられます。

※特例基準割合とは、国内銀行の貸出約定平均金利（新規・短期）の前々年10月から前年9月における平均に1％を加算した割合。

■市税等に係る延滞金の利率が変わります

■問い合わせ　税務課収税係　☎�０２１５

■問い合わせ　高梁比庵会事務局（文化交流館内　☎�０１８０）

【
大

賞
】

里さ
と
い
も芋
の
黒く
ろ

ぐ
ろ
太ふ
と

き
鬍ひ
げ
根ね

切き

り

絡か
ら
ま
る
大だ
い
ち地
の
呪じ
ゅ
も
ん文
を
解ほ
ど

く

【
特
選
（
高
梁
市
長
賞
）】

　
杉す
ぎ
た田
昭あ
き
お男
さ
ん

（86）
（
栃
木
県
宇
都
宮
市
）

「
宝ほ
う
し
ゃ
く
じ

積
寺
」
寺て
ら

に
は
あ
ら
ず
八や

そ

ぢ
十
路
な
ほ

若わ
か

き
歌う
た

詠よ

む
君き
み

が
住す

む
町ま
ち

【
特
選
（
高
梁
比
庵
会
長
賞
）】

　
遠と
う
の野
杏き
ょ
う
こ子
さ
ん

（83）
（
福
島
県
白
河
市
）

放ほ
う
あ
ん菴
も
比ひ
あ
ん庵
も
篤あ
つ

く
用も
ち

い
た
る

越え
ち
ぜ
ん前

和わ

し紙
を
知し

る
わ
が
主し
ゅ
じ
い

治
医

【
奨
励
賞
】

　
高た
か
の野

和か
ず
こ子

さ
ん

（76）
（
広
島
県
広
島
市
）

語か
た
り
部べ

の
ひ
と
り
逝ゆ

き
た
り
被ひ
ば
く
じ
ゅ

爆
樹
の

地ち

に
引ひ

く
影か
げ

の
濃こ

く
な
る
ゆ
う
べ

　
太お
お
た田　
博ひ
ろ
しさ
ん

（85）
（
神
奈
川
県
藤
沢
市
）

津つ
な
み波
か
ら
救
き
ゅ
う
し
ゅ
つ
出
さ
れ
し
黒く
ろ
う
し牛
が

品ひ
ん
ぴ
ょ
う
く
わ
い

評
会
に
優い
ふ
と
ふ等

と
な
る

　
髙た

か
は
ら原
五い
つ
お男
さ
ん

（77）
（
栃
木
県
宇
都
宮
市
）

残の
こ
り
し
か
残の
こ

さ
れ
ゐ
し
か
春は
る

の
鴨か
も

波な
み

立た

つ
湖う
み

に
し
ば
し
鳴な

き
合あ

ふ

加
かとう
藤三

み ち こ
知乎さん（63）

（福岡県筑後市）

【高梁地域】
　各地域市民センター（玉川地区を除く）８会場と高梁会場１会場を合わせた９会場から、中学校区
を基本とした３会場に再編します。
【有漢・成羽・川上・備中地域】
　前年まで１日２会場で実施していた申告相談から１日１会場での相談に変更します。

　☆申告相談はどの日にどの会場でも相談を受けることが可能となります。

【予告】

申告相談会場が変更になります
　平成２５年分の申告から申告相談会場が下記のとおり変更になりま
す。これにより、申告相談はどの日にどの会場でも相談を受けること
が可能となります。詳しい日程等については、来月15日発行の「広
報たかはし１月号」でお知らせします。
　■問い合わせ　税務課市民税係　☎�０２１４

現行 改　正　後　　　　　　　　　　　　　　　
（平成２６年１月１日から）　※特例基準割合を２％とした場合

納期限の翌日から１か月を経過する日まで ４．３％ ３．０％　（特例基準割合　＋１．０％）

上記以降 １４．６％ ９．３％　（特例基準割合　＋７．３％）
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農業委員会委員選挙の大切な手続きです

選挙人名簿の登載申請を忘れずに
　農業委員会委員選挙人名簿の登載申請は、農家の人が農業委員の選挙人お
よび被選挙人として資格があることを示すための大切な手続きです。登載申
請書を提出しなければ、選挙人名簿に登載されず、農業委員会選挙が行われ
る場合、投票することができなくなります。必ず申請してください。
　■問い合わせ　農業委員会事務局　☎�０２２６、各地域局地域振興課

◆有権者の要件（申請該当者）
　平成 26 年１月１日現在で市内に住所があり、平成 26 年３月 31 日現在で満 20 歳以上（平成６年４月
１日以前生まれ）の人のうち、次の要件に該当する人
　① 10㌃以上の農地を耕作している人
　② ①の同居親族または配偶者で、年間 60 日以上耕作に従事している人
◆申請方法
　12 月下旬に各世帯に配布される登載申請書に必要事項を記入し、平成 26 年１月 10 日㈮までに農業委
員会事務局、各地域局、各地域市民センターへ提出してください。
※記入方法は、登載申請書の裏面の注意事項をご覧ください。
※有権者の要件を満たす人で登載申請書が配布されない場合は、農業委員会事務局か各地域局地域振興課

へお問い合わせください。

■中小企業設備近代化資金の利子補給制度をご利用ください

■問い合わせ　産業振興課産業振興係　☎�０２２９

　市は、中小企業の振興を図るため、制度融資に対する利子補給を行っていますのでご利用ください。

平成26・27年度分

小規模工事（修繕）契約希望者の登録・更新
　市が発注する３０万円未満の軽易な修繕工事について、市内の小規模事業
者の受注機会の拡大を図るため、契約希望者を名簿に登録し、業者選定の際
に活用しています。平成26・27年度分の新規登録・更新申請を受け付けま
すので希望する人は申請してください。
　■問い合わせ・申し込み　監理課契約管理係　☎�０２３５

◆申請方法
　登録申請書に必要書類を添えて、監理課へ提出してください。
　※更新は、平成 24 年１月に登録申請をした人が対象です。
　※申請書類の確認のため申請の受け付けは持参に限ります。
　※登録申請書は、監理課、各地域局に備えてあるほか、市ホームページからもダウンロードできます。
◆受付期間
　平成 26 年１月６日㈪～１月３１日㈮（土・日曜日、祝日を除く）
◆登録できる業種
　「大工」「左官」「石」「電気」「管」「タイル・れんが・ブロック」「板金」「ガラス」「塗装」「防水」「内装仕上」
　「機械器具設置」「熱絶縁」「電気通信」「造園」「建具」工事の中から２業種まで
◆登録の有効期間
　平成 26 年４月１日～平成 28 年３月 31 日（２年間）

◆対象　①国・県が、中小企業設備近代化、または高度化を促進するために実施している融資であること
　　　　②資本額、または出資の総額が３０００万円以下の法人で、従業員が２００人（商業、サービス業は３０人）以下の法人・個人であること
◆内容　利子補給期間は最初の利子支払い月から６０カ月以内で、年間利子の２分の１以内、元金残高の３％を限度とします。
◆申請方法　毎年１月末までに前年１年分を申請してください。
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■「高梁歴史いろは塾」を開催します

■問い合わせ・申し込み　まちづくり課歴史まちづくり係　☎�０２５７、社会教育課文化係　☎�１５１６

第５回目のテーマ　「鎧
よろい
兜
かぶと
を知ろう！」

　鎧兜に秘められた伝統の技や鑑賞する際の着目点などについて詳しい解説が受けら
れる貴重な機会です。
◆日 時　平成２６年１月２５日㈯　午前１０時～午前１１時３０分
◆会 場　文化交流館（原田北町）
◆申込期限　平成２６年１月１７日㈮まで
◆講 師　元吉備国際大学教授　臼井洋輔さん

　市の歴史や伝統を分かりやすく学ぶため、講師を招き講話を聴くほか、実演
や町歩きなどを行う「高梁歴史いろは塾」を毎月１回開催しています。ぜひご
参加ください。

参加費無料・定員３０人

■しょうがい児支援フォーラム「すてっぷ♪２０１３」を開催します

■問い合わせ　福祉課障害福祉係　☎�０２８４

◆日 時　平成２６年１月１８日㈯　午後１時３０分～午後４時
◆会 場　文化交流館　３階中ホール
◆申込期限　平成２６年１月１０日㈮まで
◆内 容　第１部　講演　演題：「発達障害と共に生きる～本人からのメッセージ～」
　　　　　　 　　　 　  　講師：瑠璃真依子さんとお母さん
　　 　 　　第２部　トークセッション　発達障害者２人と瑠璃真依子さん

　市自立支援協議会児童部会は、発達障害者からこれまでの経験を通じて生活
のしにくさやサポートのあり方等について直接話を聞き、発達障害について理
解を深めるフォーラムを開催します。ぜひご参加ください。

■高梁都市計画（県決定・市決定）の変更案の縦覧を行います

■問い合わせ　県決定：岡山県庁都市計画課　☎０８６－２２６－７４９３
　　　　　　　市決定：まちづくり課都市計画係　☎�０２３８

◆変更案の概要　県決定：都市計画道路　市決定：都市計画道路および地区計画
◆縦覧期間　平成 26 年１月 10 日㈮～１月 24 日㈮　※土・日曜日、祝日を除く
　　 　　午前８時 30 分～午後５時 15 分
◆縦覧場所　県決定：岡山県庁都市計画課、県決定および市決定：まちづくり課
◆意見書の提出　変更案について意見のある人は、平成 26 年１月 24 日㈮までに

意見書（任意様式）を縦覧場所へ提出してください。

　下記の期間において、高梁都市計画の変更案を見ることができます。

■中コミュニティセンターが完成しました

■問い合わせ　定住対策課地域振興係（施設の建設）　☎�０２８２
　　　　　　　成羽地域局地域振興課（施設の維持管理）　☎�３２１１

　建設を進めていた中コミュニティセンター（成羽町長地）が完成し、11月24
日に落成式を行いました。成羽地域中連絡所と成羽公民館中分館機能を併せ持つ
地域の中心拠点施設として、地域住民の福祉・文化活動や住民交流の場として有
効活用していきます。
◆事業年度　平成２４年度～平成２５年度
◆総事業費　８３８７万９千円（設計・監理、建築工事、備品等一式）
◆施設概要　木造平屋建（床面積 304.36 平方㍍）
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　■問い合わせ　入園を希望する各幼稚園、学校教育課指導係　☎�１５０９

　■問い合わせ　入園を希望する各保育園、子ども課子ども保育係　☎�０２６４保育園入園児の募集

◆対 象 園 児　市内に在住する満３歳から満５歳までの幼児（平成２０年４月２日生まれ～平成２３年４月１日生まれ）
◆ 通 園 区 域　原則、小学校の通学区域に準じます。（保護者の責任において通園が可能な幼児は、希望する幼稚園に入園することができます。）
◆ 入 園 手 続　入園希望の幼稚園に入園願を提出ください。入園願は、各幼稚園にあります。
◆ 受 付 期 間　平成２６年１月３１日㈮まで

幼稚園入園児の募集

平成２６年度入園
幼稚園・保育園児の募集
　市内の幼稚園、保育園では、平成２６年度の入園申し込みを受
け付けています。入園を希望する保護者は、受付期間内に入園届
または申込書の提出をお願いします。

幼稚園名 住所 3 歳児保育 4 歳児保育 5 歳児保育 預かり保育※ 電話
高梁幼稚園  中之町 7 ○ ○ ○ � 2119

高梁南幼稚園  上谷町 4348 ○ ○ ○ � 2320
津川幼稚園  津川町今津 1069-2 ○ ○ ○ ○ � 2776
川面幼稚園  川面町 1801-1 ○ ○ ○ ○ � 1326
巨瀬幼稚園  巨瀬町 4972-5 ○ ○ ○ ○ � 0101
中井幼稚園  中井町西方 301-1 ○ ○ ○ ○ � 2700
玉川幼稚園  玉川町玉 1528-2 ○ ○ ○ ○ � 7537
宇治幼稚園  宇治町宇治 1677 ○ ○ ○ ○ � 2417
松原幼稚園  松原町春木 683-2 ○ ○ ○ ○ � 0250
落合幼稚園  落合町阿部 1682 ○ ○ ○ � 6578
福地幼稚園  落合町福地 1578 ○ ○ ○ ○ � 4136
有漢幼稚園  有漢町有漢 3328-3 ○ ○ ○ � 3020
川上幼稚園  川上町地頭 1365 ○ ○ ○ ○（４、５歳児） � 3133

保育園名
（公立・私立）

住　　所
（高梁市）

定員
（人）

受入年齢（平成 26 年 4 月 1 日現在）※２ 支援
保育
※３

延長保育 電話
0  ※１ 1 2 3 4 5

高梁保育園 公  向町 21-2 120 ○ ○ ○ ○ ○ 有 午後６時 30 分まで � 2423
高梁中央保育園 私  下町 134 80 3 カ月以上 ○ ○ ○ ○ ○ 有 午後７時まで � 4333

落合保育園 私  落合町阿部 1683 90 3 カ月以上 ○ ○ ○ ○ ○ 有 午後７時まで � 4466
有漢保育園 公  有漢町有漢 3331-1 30 ○ ○ ○ ○ ○ 有 � 2014
鶴鳴保育園 公  成羽町下原 437-1 90 6 カ月以上 ○ ○ ○ ○ ○ 有 午後７時まで � 2011
成美保育園 公  成羽町成羽 2789-2 45 ○ ○ ○ 有 � 2239
川上保育園 公  川上町地頭 1366 45 6 カ月以上 ○ ○ ○ 有 � 4322
備中保育園 公  備中町布瀬 182-1 35 ○ ○ ○ ○ ○ 有 � 3142
西山保育園 公  備中町西山 2105 20 ○ ○ ○ ○ 有 � 2299

※預かり保育…預かり時間は、通常保育終了後から午後 5時 30分まで。受け入れには、保護者が家事以外の就労をしていること
などの条件があります。預かり保育希望幼児数が 3人に満たない場合、実施できないことがあります。
通常の保育料以外に預かり保育料が必要です。

※１　1 歳未満児は若干名の募集となります。
※２　年度の途中で誕生日を迎えて入所を希望する場合も、平成２６年４月１日現在の満年齢がその児童の年齢になります。
※３　お子さんの発育等で気になることがあれば、遠慮なくご相談ください。

◆対象児童　市内に在住する、保護者が就労等により日中の保育をする者がいない就学前の児童
◆入園手続　入園希望の保育園へ申込書を提出ください。申込書は、各保育園にあります。
◆受付期間　平成２６年１月１４日㈫から２月７日㈮まで
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◎ゆう・ゆうひろば
場　所：子育て支援センター　
　　　　　（順正高等看護福祉専門学校２号棟）
オープンスペース 10:00～11:30

12月20日（金）　「クリスマスを楽しもう」
　　27日（金）　※年末休館（ひろばお休み）
 1月 3日（金）　※年始休館（ひろばお休み）
　　10日（金）　「お正月遊びをしよう」
　　17日（金）　「赤ちゃんタイム」
　　24日（金）　「おはなしあのね」
　　31日（金）　「鬼のお面を作って　鬼は外」

サロン　毎週月～金曜日（祝日除く）10:00～16:00
家庭相談日　12月19日（木）
　　　　　　 1月 9日（木）
　　　　　　 1月30日（木）
※保育士への相談やファミリーサ
ポート事業の申し込み等は、午
前8時30分～午後5時15分まで
受け付けています。

■問い合わせ　子育て支援センター（☎�２４５０）
　　　　　　　子ども課子ども支援係（☎�０２８８）

◎母子相談
月・火・木・金　9:00～16:00　子ども課相談室
■問い合わせ　子ども課子ども支援係（☎�０２８８）
◎家庭児童相談

月・火・水・金　9:00～16:00　子ども課相談室
■問い合わせ　子ども課子ども支援係（☎�０２８８）
◎教育相談

月～金　9:00～17:00　教育委員会相談室
■問い合わせ・電話相談　（☎�７

な
８
や
６
む
７
な
）

◎子どもの心とからだの総合相談
 1月 9日（木）13:00～15:00
■問い合わせ・予約先　備北保健所備北保健課（☎�２８３５）
◎思春期（ひきこもり）相談

12月26日（木）9:30～10:30
 1月23日（木）9:30～10:30
■問い合わせ・予約先　備北保健所備北保健課（☎�２８３６）

◎はつらつ子育て教室
内　容：子育てについての悩みや不安について、お母さん

同士で語れる教室　※託児ができます
テーマ：「子どもの上手な叱り方」
対　象：乳幼児の保護者　※申し込みが必要です

 1月10日（金）10:00～11:30　成羽健康管理センター
◎親子で遊べる教室

内　容：親子体操、親子遊び
ちびっこ広場
対　象：おおむね1歳～就学前の幼児

12月20日（金）10:00～11:30　成羽健康管理センター
 1月17日（金）10:00～11:30　成羽健康管理センター

たのしい親子教室
対　象：おおむね3歳～5歳
　　　　※申し込みが必要です

 1月 7日（火）14:30～15:10　高梁保健センター（和室）
◎育児相談

内　容：身体測定、個別相談
持参品：母子健康手帳
対　象：0歳～就学前の幼児

 1月10日（金）10:00～11:00（受付）有漢保健センター
 1月17日（金）10:00～10:30（受付）成羽健康管理センター

◎ひよこ園（療育指導）
12月17日（火）、1月7日（火）、1月9日（木）1月21日（火）、
 1月23日（木）　※12月17日（火）はクリスマス会

10:30～14:45　高梁保健センター（和室）

子どもの病気 Ｑ＆Ａ 教えて！保健師さん

　ＲＳウイルスとは冬から春にかけて流行し、呼吸
器系に感染するウイルスです。
ＲＳウイルスの感染力は非常に強く、２歳ごろまで
にほぼ１００％の子どもがかかります。
【症状】　鼻水、せき、発熱などのかぜ症状があり、
多くの場合１～２週間で治ります。しかし、生後１
年以内、特に生後６カ月以内の乳児や未熟児、循環
器系の疾患がある幼児は重症化しやすく、初めてか
かった乳幼児の場合は鼻水から始まり、その後３８
～３９度の発熱とせきが続きます。その中の２５～

４０％の乳幼児が細気管支炎や気管支炎、肺炎を
起こします。
【予防策】　手をよく洗い、おもちゃやおしゃぶり
など赤ちゃんが口に入れるものは清潔にしてくだ
さい。かぜと診断されても機嫌
が悪い、熱が高い、せきがひど
いときはもう一度受診しましょ
う。

R
アール

S
エス

ウイルス感染症ってどんな病気？Ｑ

Ａ

健康づくり課　江藤保健師

■問い合わせ　健康づくり課母子保健係（☎�０２２８）
　　　　　　　有漢地域局地域振興課（☎�３２１２）
　　　　　　　成羽地域局地域振興課（☎�３２１３）
　　　　　　　川上地域局地域振興課（☎�２２００）
　　　　　　　備中地域局地域振興課（☎�４５１２）

子育て支援情報



く
ら
し
の
情
報

広報　　　　　12月号　vol.111 22

◆ 在宅医療連携拠点事業通信 ◆
　「住み慣れた地域で暮らす、暮らしを支える」

■問い合わせ　保険課連携推進係　☎�０３０４

高梁市在宅医療連携拠点事業推進協議会について
【リレーインタビュー】吉備国際大学学生調査隊の小

お
川
がわ
祥
よし
希
き
さん、田

た
中
なか
由
ゆ
似
に
さん（社会福祉学科 1年）

　第１回目の今回は、高梁市在宅医療連携拠点事業推進協議会の仲田永造会長にお
話を伺ってきました。仲田会長は医師として、かつてはよく見られた往診が、近年、
少なくなっていることに疑問を感じ、住み慣れた地域で暮らし続けるためには「在
宅医療を広めていくこと」が大切である、と力強く話しておられました。しかし、
医師の力だけで「在宅医療」を進めることはできません。住民が抱えている悩みに
向き合い支えていくためには、看護師、ケアマネジャーや介護福祉士等の協力が不
可欠です。また、住民の健康状態などを一元的に管理することで、必要な支援を必
要なときに提供することが可能となります。それぞれの専門職が持てる力を十分に
発揮するには、まとめる調整役が必要となります。その調整役として、社会福祉士
に新たな期待を寄せている、とご説明くださいました。
　誰もが生き生きと、そして笑顔で暮らせるまちとなることが、高梁市在宅医療連
携拠点事業推進協議会の目標です。

◆次回は、同協議会副会長の草野貴史さんに協議会の具体的活動についてお聞きする予定です。

柔道整復師の施術を受ける場合、国民健康保険が使える場合と使えない場合がありますのでご注意ください。

柔道整復師（整骨院・接骨院）の施術を受ける人へ

■問い合わせ　保険課健康保険係　☎�０２５８

保険が使える場合 保険が使えない場合

①急性または亜急性（急性に次ぐもの）、外傷性の打
撲、捻挫、肉離れなど
②骨折、脱臼
※医師の同意が必要ですが、応急手当後の施術は医
師の診察を受けた上での同意が必要です。

①疲労や年齢からくる肩凝り、腰痛等の体調不良
②スポーツによる筋肉疲労
③神経痛・リウマチ・関節炎・ヘルニアなどの疾患からくる
痛みや凝り
④外科・整形外科で治療中で、同時期に同部位を柔道整復師
に治療を受けている場合
⑤原因不明の違和感や痛み、以前に負傷し治った箇所が自然
に痛み出したもの、交通事故の後遺症の場合

◆治療を受けるときの注意事項
　○負傷の原因を正しく伝える。　○医療機関（病院や診療所など）との重複受診はしない。
　○領収書を必ずもらう。　　　　○施術が長引く場合は、一度医師の診断を受ける。
　○治療の内容をよく確認し、療養費支給申請書には必ず自分で署名または押印する。
◆お願い
　�　治療を受けるときの注意事項に気をつけていただくことが、医療費の適正化につながりま
すので、ご理解とご協力をお願いします。

【お詫びと訂正】１１月号１８ページに誤りがありました。お詫びして訂正します。
　　　　　　　 市民公開講座の記事　（誤）仲村隆資副院長→（正）中村隆資副院長

　いつまでも住み慣れた地域で暮らしたい。病気になっても、介護が必要な状態になっても、在宅での暮らし
を支えるために、医師、看護師、ケアマネジャー、介護福祉士等が手を取り合って市民の生活を守る。高梁市
在宅医療連携拠点事業推進協議会は、「いたわり、支えあう」という高梁市の風土を大切にしながら、専門職が
力を合わせて市民が自分らしく生きることができる「安心安全なまちづくり」に取り組んでいます。

お知らせ

第１回



く
ら
し
の
情
報

広報　　　　　12月号　vol.11123

月　　日 医療機関名（所在地） 電話番号

１月　１日（水） まつうらクリニック（成羽町）
有漢診療所（有漢町）

☎�２３１５
☎�３１４１

１月　２日（木） 池田医院（中間町）
備中整形外科病院（成羽町）

☎�２２４４
☎�４３１１

１月　３日（金） 高梁整形外科医院（本町）
備中診療所（備中町）

☎�１５３１
☎�９００１

１月　５日（日） 備中整形外科病院（成羽町）
三村医院（巨瀬町）

☎�４３１１
☎�９０１０

月　　日 医療機関名（所在地） 電話番号

１月１２日（日） 成羽病院（成羽町） ☎�３１１１

１月１３日（月） 池田医院（中間町）
野村医院（巨瀬町）

☎�２２４４
☎�０００３

１月１９日（日） 仲田医院（落合町）
有漢診療所（有漢町）

☎�０５１１
☎�３１４１

１月２６日（日） 高梁中央病院（南町） ☎�３６３６

◎ふれあい相談
　　10:00～15:00　高梁総合福祉センター
　心配ごと相談・高齢者サービス相談　12月19日（木）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1月16日（木）
　福祉総合相談　　毎週月～金曜日（祝日は除く）　
　　※各相談窓口において随時相談に応じます。

■問い合わせ・相談予約
　高梁市社会福祉協議会地域福祉課（☎�７２４３）
　有漢支所（☎�３２１８）成羽支所（☎�２００５）
　川上支所（☎�９７７０）備中支所（☎�３１３１）
◎人権擁護委員によるなやみごと相談

12月24日（火） 9:00～12:00　松原町コミュニティハウス
 1月 7日（火） 9:00～12:00　市役所別館第４会議室
 1月 9日（木） 9:00～12:00　川上総合学習センター
■問い合わせ　岡山地方法務局高梁支局（☎�２３１８）
◎法律相談（予約制）

 1月14日（火）13:00～16:00　市役所別館第５会議室
■問い合わせ・申し込み　市民課市民係（☎�０２５４）
◎行政相談

12月20日（金）10:00～15:00　成羽総合福祉センター
 1月 6日（月） 9:00～12:00　市コミュニティプラザ
 1月 9日（木） 9:00～12:00　川上総合学習センター
 1月15日（水） 9:00～12:00　有漢保健センター
 1月17日（金）10:00～15:00　成羽公民館吹屋分館
■問い合わせ　市民課市民係 （☎�０２５４）

　　　　　　　　各地域局地域振興課住民・まちづくり係

※休日当番医が変更になる場合がありますので、受診前に電話でご確認ください。

休  日  当  番  医

◎司法書士相談
 1月10日（金） 10:00～12:00　有漢保健センター
　　　　　　　 10:00～12:00　川上総合学習センター
　　　　　　　 10:00～12:00　備中総合センター
■問い合わせ　市民課市民係（☎�０２５４）

◎消費生活相談
12月17日（火）10:00～15:00　市役所分庁舎会議室Ａ
 1月21日（火）10:00～15:00　市役所分庁舎会議室Ａ
■問い合わせ　市民課市民係（☎�０２５４）

◎職業相談
　　月～金   　 8:30～17:15 高梁公共職業安定所
■問い合わせ　高梁公共職業安定所（☎�２２９１）

健康ポイントカードの提出をお願いします

　健診受診率の向上や健康度アップを目指して、市民の皆さんがポイントを楽しく集めている
「健康ポイントカード」は１００ポイントたまりましたか？
１００ポイントたまった人は、カードの提出をお願いします。
皆さんから提出されたポイントは、幼稚園などの子どもたちに贈る絵本となります。
◆①提出できるポイントカード…１枚１００ポイント（まつ姫印が１０個）あること
　②提出期日…２月２８日㈮
　③提出先…健康づくり課・各地域局または各地域市民センター
■問い合わせ　健康づくり課健康増進係　☎�０２６７

*************************************************
備北保健所からのお知らせ

　※下記の検査や相談はすべて予約制です。
　病態栄養相談　　　　   1月  9日（木） 10:00～11:00
　精神保健福祉相談　　 12月18日（水） 14:00～15:00
　　　　　　　　　　　   1月15日（水） 14:00～15:00
　　　　　　　　　　　   1月24日（金） 14:00～15:00
　エイズ・性感染症検査 12月25日（水） 13:00～14:00
　Ｂ型・Ｃ型肝炎検査　   1月22日（水） 13:00～14:00
　骨髄ドナー検査登録　 12月25日（水） 13:00～14:00
　　　　　　　　　　　   1月22日（水） 13:00～14:00
　■問い合わせ・予約先　備北保健所備北保健課（☎�２８３６）
*************************************************

生活支援情報

お知らせ



24広報　　　　　12月号　vol.111

　国民年金の第１号被保険者として保険料を納めた月数が３６月以上ある被保険者が老齢・障害基礎年金のい
ずれも受けないまま死亡したとき、死亡者と生計を同一にしていた遺族に支給されます。
　ただし、その人の死亡により遺族基礎年金を受けられる遺族がいる場合には支給されません。請求できる遺
族の範囲・順位は、死亡者の配偶者・子・父母・孫・祖父母・兄弟姉妹です。
　死亡一時金の額は、保険料を納めた月数に応じて決まっています（１２万円～３２万円）。なお、付加保険料
を納めた期間が３６月以上ある場合は、８，５００円が加算されます。
※遺族基礎年金を受けられる遺族…１８歳未満
※月数の計算…全額納付月数＋（４分の１納付月）×１／４＋（半額納付月数）×１／２＋（４分の３納付月数）×３／４

死亡一時金について 市民課　☎�０２５２
　日本年金機構高梁年金事務所　☎�０５７２国民年金

６月納期限（口座振替日）のお知らせ 　　　　　　　　　　問税務課　☎�０２１５
税（科）目 期 納　期　限

（口座振替日） 　【予告】１月の納期限（口座振替日）
　〇市民税・県民税（普通徴収：４期）
　〇国民健康保険税（普通徴収：７期）
　〇介護保険料（普通徴収：７期）
　〇後期高齢者医療保険料（普通徴収：７期）
　※納期限 /口座振替日＝1/31㈮

固定資産税・都市計画税 ３期

12/25 ㈬
国民健康保険税（普通徴収）

６期介護保険料（普通徴収）

後期高齢者医療保険料（普通徴収）

　【お願い】�口座振替を登録されている人は、振替日前に預金残高の確認をお願いします。

12月納期限（口座振替日）のお知らせ税金 税務課　☎�０２１５
　後期高齢者医療保険料は、保険課　☎�０２５８

 
平
成
25
年
工
業
統
計
調
査

調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
工
業
統
計
調
査
は
、
我
が
国
の
工

業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
、
統
計
法
に
基
づ
く
報

告
義
務
が
あ
る
重
要
な
統
計
で
す
。

調
査
結
果
は
中
小
企
業
施
策
や
地
域

振
興
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活

用
さ
れ
ま
す
。

　
調
査
は
、
従
業
員
４
人
以
上
の
製

造
事
業
所
を
対
象
に
、
12
月
31
日
時

点
で
実
施
し
ま
す
。
調
査
票
へ
の
ご

回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

総
務
課
☎
�
０
２
０
９

林
業
退
職
金
共
済
制
度

林
業
に
従
事
し
て
い
た
人
に

　
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
か
？
林
業
退
職
金
共
済

制
度
に
加
入
し
て
い
た
が
、
退
職
金

を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
人
を
探

し
て
い
ま
す
。
以
前
、
林
業
の
仕
事

を
し
て
い
た
が
、
林
業
退
職
金
共
済

制
度
へ
加
入
し
て
い
た
か
分
か
ら
な

い
人
に
つ
い
て
も
お
調
べ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
罹り

災さ
い

し
た
共
済
契
約
者
お

よ
び
被
共
済
者
の
皆
さ
ん
に
対
し
、

各
種
手
続
（
共
済
手
帳
の
紛
失
、
退

職
金
の
請
求
等
）
の
必
要
が
生
じ
た

場
合
は
で
き
る
範
囲
で
対
応
し
ま
す

の
で
、
最
寄
り
の
支
部
ま
た
は
本
部

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共

済
機
構
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
０
３

－

６
７
３
１

－

２
８
８
７

岡
山
県
最
低
賃
金

最
低
賃
金
以
上
に
な
っ
て
い
ま
す
か

　
県
最
低
賃
金
が
平
成
25
年
10
月
30

日
か
ら
時
間
額
７
０
３
円
に
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

　
最
低
賃
金
制
度
と
は
、
最
低
賃
金

法
に
基
づ
い
て
国
が
賃
金
の
最
低
限

度
を
定
め
、
使
用
者
は
、
そ
の
最
低

賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
労
働
者
に
支

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
制

度
で
す
。

　
最
低
賃
金
に
は
、
岡
山
県
内
の
全

て
の
労
働
者
と
そ
の
使
用
者
に
適
用

さ
れ
る
「
岡
山
県
最
低
賃
金
」
の
ほ

か
に
特
定
の
産
業
の
労
働
者
と
そ
の

使
用
者
に
適
用
さ
れ
る
「
特
定
最
低

賃
金
」
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

岡
山
労
働
局
賃
金
室
☎
０
８
６

－
２
２
５

－

２
０
１
４

駅
前
観
光
案
内
所
の
移
転

引
き
続
き
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

備
中
高
梁
駅
周

辺
整
備
に
伴
い
、

駅
横
に
あ
り
ま
し

た
「
備
中
高
梁
駅

前
観
光
案
内
所
」

を
平
成
25
年
12
月

１
日
よ
り
、
備
北
タ
ク
シ
ー
㈱
横
に

移
転
し
ま
し
た
。
今
後
と
も
観
光
の

お
問
い
合
わ
せ
に
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

備
中
高
梁
駅
前
観
光
案
内
所
☎

�
８
６
６
６

老
朽
化
遊
具
の
撤
去

成
羽
町
下
原
地
区
の
東
町
遊
園
地

　

東
町
遊
園
地
に

設
置
し
て
あ
る
遊

具
は
、
長
年
地
域

の
皆
さ
ん
に
ご
利

用
い
た
だ
い
て
い

ま
し
た
が
、
施
設

の
老
朽
化
に
よ
り

安
全
に
利
用
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が

困
難
と
な
っ
た
た
め
、
本
年
度
中
に

撤
去
を
行
い
ま
す
。

社
会
教
育
課
☎
�
１
５
１
４

記
念
五
百
円
貨
幣
の
引
換
え

地
方
自
治
法
施
行
60
周
年
記
念

　
地
方
自
治
法
の
施
行
60
周
年
を
記

念
し
て
47
都
道
府
県
ご
と
に
発
行
さ

れ
て
い
る
記
念
貨
幣
の
う
ち
、
岡
山

県
分
（
図
柄
は
、
表
面
は
岡
山
後
楽

園
、
裏
面
は
共
通
で
古
銭
に
地
方
自

治
の
文
字
を
配
し
た
デ
ザ
イ
ン
）
の

五
百
円
貨
幣
が
、
平
成
26
年
１
月
中

旬
頃
か
ら
、最
寄
り
の
金
融
機
関
（
銀

行
等
）
で
引
換
え
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

財
務
省
岡
山
財
務
事
務
所
総
務
課

☎
０
８
６

－

２
２
３

－

１
１
３
１

（表面）岡山後楽園

（裏面）古銭のイメージ

情報コーナー
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「
さ
ざ
ん
か
憩
の
家
共
同
作
業
所
」

（
和
田
町
）
で
は
、「
障
害
者
自
立
支

援
法
」
に
基
づ
き
、
社
会
復
帰
に
む

け
て
さ
ま
ざ
ま
な
共
同
作
業
を
し
な

が
ら
、
生
活
の
リ
ズ
ム
を
整
え
る
と

と
も
に
、
趣
味
を
生
か
し
た
楽
し
い

集
い
と
仲
間
づ
く
り
や
地
域
の
皆
さ

ん
と
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
指
導
・
ご
教
示

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
こ
の
展
示
会

が
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
の

場
と
な
り
、
障
害
者
へ
の
一
層
の
ご

理
解
の
機
会
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
展
示
期
間
…
平
成
26
年
１
月
15
日

㈬
ま
で

▼
展
示
場
所
…
高
梁
駅
東
西
ふ
れ
あ

い
通
路
展
示
場

▼
展
示
作
品
…
色
紙
へ
の
漢
字
作
品

等
13
点Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ハ
ピ
ネ
ス
た
か
は
し

会
さ
ざ
ん
か
憩
の
家
☎
�
０
８
４
４

第
３
回
地
域
公
開
講
座

一
人
一
人
の
理
解
と
学
ぶ
大
切
さ

　

市
民
の
皆
さ
ん

に
「
統
合
失
調
症
」

と
い
う
精
神
疾
患

を
と
お
し
て
、
障
害

を
抱
え
る
と
い
う

こ
と
へ
の
理
解
と
、

障
害
を
支
え
る
と

い
う
こ
と
の
大
切

さ
を
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、「
第
３

回
地
域
公
開
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
…
平
成
26
年
２
月
１
日
㈯　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

▼
場
所
…
こ
こ
ろ
の
医
療
た
い
よ
う

の
丘
ホ
ス
ピ
タ
ル

※
駐
車
場
は
、
正
面
玄
関
前
の
外
来

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
内
容

講
演
「
障
害
を
か
か
え
る
と
い
う
こ

と
・
障
害
に
寄
り
添
う
と
い
う
こ
と
」

講
師
／
こ
こ
ろ
の
医
療
た
い
よ
う
の

丘
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
和
氣
洋
介
副
院
長

講
演
「
脳
を
き
た
え
る
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
」
講
師
／
同
・
足
立
正
史
作
業
療

法
士

▼
参
加
費
…
無
料

※
人
数
把
握
の
た
め
、
事
前
申
し
込

み
を
お
願
い
し
ま
す
。（
当
日
参
加

も
可
能
）

こ
こ
ろ
の
医
療
た
い
よ
う
の
丘
ホ

ス
ピ
タ
ル
地
域
連
携
室
☎
�
２
２
１

７
、

�
７
８
８
１

　～住宅を探している人へ～　市営住宅入居者募集のお知らせ まちづくり課　☎�０２３７

▼募集期間…１２月２０日㈮ ～ 平成２６年１月１０日㈮　※募集期間内に応募がなかった住宅については、引き続き随時募集します。

▼入居資格…①所得要件に該当する　②現在住宅に困っている   ③市町村税を滞納していない　④暴力団員でない
　　　　　   なお、入居に際しては保証能力のある連帯保証人２人が必要です。

住　宅　名 戸数 間取り 家賃月額　※（　）は別途 単身入居
木野山住宅（津川町今津） １ 2DK（4.5･6） 3600 円～ 7000 円 可
上谷住宅（上谷町） １ 3DK（6･6･6）1 万 7400 円～ 3 万 4100 円（駐車場 :1500 円） 不可松山住宅（下谷町） １ 3DK（6･6･6）1 万 9900 円～ 3 万 9200 円（駐車場 :1500 円）
内山下第２住宅（内山下） １ 2DK（3･6） 9900 円～ 1 万 9500 円 可

第
５
回
書
道
展
示
会
（
習
作
展
）

さ
ざ
ん
か
憩
の
家
共
同
作
業
所

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

人
権
侵
害
の
認
識
を
深
め
る

　
毎
年
12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
は

「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
拉
致
問
題

そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵

害
問
題
に
対
す
る
関
心
と
認
識
を
深

め
ま
し
ょ
う
。

高
梁
警
察
署
☎
�
０
１
１
０

機
関
誌
「
高
梁
川
」
発
行

今
年
で
第
71
号
に
な
り
ま
す

　
高
梁
川
流
域
連
盟
の
目
的
は
、
流

域
に
暮
ら
す
市
民
の
連
帯
意
識
を
育

み
、
流
域
の
文
化
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
で
あ
り
、
機
関
誌
を
通
じ
て
こ
の

目
的
達
成
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で

す
。
連
盟
設
立
の
昭
和
29
年
に
創
刊

し
、
毎
年
発
行
し
て
い
ま
す
。

▼
内
容
…
特
集
「
高
梁
川
の
自
然
、

流
域
に
関
す
る
研
究
や
創
作
等
、
詩

歌
の
コ
ー
ナ
ー
（
詩
・
短
歌
・
俳
句
・

川
柳・漢
詩
）、
流
域
の
市
町
の
話
題
、

流
域
ニ
ュ
ー
ス
な
ど

▼
規
格
…
Ａ
５
判
３
８
８
ペ
ー
ジ

▼
作
成
部
数
…
１
４
０
０
部

▼
購
入
方
法
…
流
域
内
の
所
定
の
書

店
で
販
売
（
１
２
６
０
円
）

※
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
販
売
中
。
本

機
関
誌
巻
末
、
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

高
梁
川
流
域
連
盟
事
務
局
（
倉
敷

市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
内
☎
０

８
６

－

４
２
６

－

３
８
４
５
）

（１２月３日現在） ハローワークたかはし　☎�２２９１

職　　　種 所在地 賃金月額
介護職員 高倉町 173,000円～213,000円
保育士・児童指導員 伊賀町 154,900円～162,400円
タクシー・バス運転者 旭町 200,000円～250,000円
警備員 横町 144,000円～204,000円
自動車整備員 段町 133,025円～277,000円

求人情報
職　　　種 所在地 賃金月額

製缶（溶接）作業 落合町 158,000円～258,000円
出荷事務 備中町 124,082円
惣菜製造 下町 時給 780円
コンビニ店員 横町 時給 800円
厨房内作業及び接客業務 落合町 時給 710円～800円
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　成羽美術館（☎�4455）　休館日 毎週月曜日　年末年始の休館：12/28㈯～1/4㈯

児島虎次郎を偲ぶ絵画展
　市内の小中学校から寄せられた児童生徒の作品から、約200点を展示します。
　各学年から１点の「児島賞」などを選び表彰します。
　会 　 期：平成26年1月8日㈬～2月2日㈰まで　開館時間：午前９時30分～午後５時（入館は午後４時30分まで）
　入 場 料：本展のみご覧の場合は無料です。喫茶入口よりお入りください。

　高梁駅ふれあい連絡路展示　高梁文化協会（☎�2125）

展示名：「山城短歌会」　期間：１月５日㈰　　展示名：「書道部」　期間：１月５日㈰～１月３１日㈮

　歴史美術館（☎�0180）　休館日 毎週火曜日　年末年始の休館：12/28㈯～1/4㈯

アートの今・岡山2013　ＢＯＤＹ　身体の記憶（高梁会場）
　「アートの今・岡山」は、岡山におけるさまざまな現代美術表現の「今」の姿を紹介する企画展です。
開催９回目となる今回は、「身体」をテーマとして岡山県ゆかりの現代作家９人の作品をご紹介します。
　会 期：12月23日（月・祝）まで　　開館時間：午前９時～午後５時 （入館は午後４時30分まで）　
　入 場 料：無料

　
大
学
生
・
高
校
生
、
一
般
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
日
ご
ろ
か
ら
取

り
組
ん
で
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

　

今
年
は
、

赤
十
字
防
災

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
（
岡
山
市
）

の
協
力
を
得

て
、
防
災
に

関
す
る
特
別

講
演
や
勉
強

会
も
実
施
し
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
団

体
の
取
り
組
み
を
聴
講
し
、
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
そ

し
て
防
災
に
関
す
る
理
解
を
深
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
…
12
月
21
日
㈯　
午
後
１
時

～
午
後
４
時
30
分
（
※
防
災
勉
強
会

は
午
前
10
時
か
ら
）

▼
会
場
…
文
化
交
流
館
・
中
ホ
ー
ル

▼
内
容
…
防
災
勉
強
会
（
県
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・

森
田
靖
さ
ん
）、
防
災
特
別
講
演
（
日

本
赤
十
字
社
医
療
セ
ン
タ
ー
助
産

師
・
阿
部
紗
弓
さ
ん

：

吉
備
国
際
大

学
卒
業
生
）、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
発
表
（
県
立
高
梁
高
校
・
吉
備
国

際
大
学
短
期
大
学
部
・
赤
十
字
防
災

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

▼
聴
講
料
…
無
料

順
正
学
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
☎
�
３
５
４
８

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
践
発
表

防
災
や
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
学
ぶ

出
演
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

サ
ウ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
「
サ
ウ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０

１
４
in
た
か
は
し
」
の
出
演
を
募
集

し
ま
す
。

▼
開
催
日
…
平
成
26
年
２
月
16
日
㈰

　
午
後
１
時
開
演

▼
応
募
資
格
…
高
梁
市
を
中
心
と

す
る
近
隣
市
町
村
の
ア
マ
チ
ュ
ア

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
（
ジ
ャ
ン
ル
不
問
）

▼
応
募
方
法
…
デ
モ
テ
ー
プ

：
１
人

（
１
グ
ル
ー
プ
）
１
曲
（
10
分
以
内

の
曲
）
を
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
・
Ｃ
Ｄ

ま
た
は
Ｍ
Ｄ
に
収
録
（
オ
リ
ジ
ナ
ル

曲
は
歌
詞
カ
ー
ド
を
添
付
）
し
、
氏

名
（
グ
ル
ー
プ
名
）、構
成
人
数
、ジ
ャ

ン
ル
、
曲
名
、
代
表
者
氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
文
化
交
流

館
ま
で
提
出

▼
応
募
締
切
…
平
成
26
年
１
月
17
日

㈮
ま
で

▼
選
考
方
法
…
テ
ー
プ
審
査
に
よ
り

出
演
者
を
決
定
し
、
１
月
下
旬
に
応

募
者
に
通
知
し
ま
す
。

▼
そ
の
他
…
応
募
作
品
の
返
却
は
し

ま
せ
ん
。
ま
た
、
選
考
結
果
に
つ
い

て
の
問
い
合
わ
せ
に
は
応
じ
ら
れ
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

文
化
交
流
館
☎
�
０
１
８
０

　吉備川上ふれあい漫画美術館（☎�3664）　休館日 毎週金曜日　年末年始の休館：12/29㈰～1/3㈮

フクシマハルカ～初恋少年少女原画展～
　真庭市（旧真庭郡落合町）出身の少女漫画家フクシマハルカさんのイラスト原画約８０点を展示しています。

　会 期：平成26年1月１9日㈰まで　　開館時間：午前９時～午後５時
　入 場 料：無料（ただし、漫画美術館入館料が必要です）

情報コーナー
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市長室
から

こ
ん
に
ち
は

　１月に開催するスポーツ大会のお知らせ

　　 市体育協会事務局（スポーツ振興課内）☎�０４２５　

名　称 開 催 日
開会時間 会　場 備　　　考

第８回ウエストカップ
ソフトバレーボール大会

12日㈰
午前8時30分 市民体育館

【対　象】１８歳以上の人で構成されたチーム
【部　門】①レディースフリー②レディース４０歳以上
　　　　　③メンズフリー④メンズ４０歳以上
【参加費】１人 600円
【申し込み】�12月21日㈯までに市ソフトバレーボール連盟事務局へ
【問い合わせ】�同事務局・坂本和弘さん（☎090-8241-7024）

第34回備北地区
バスケットボール大会

26日㈰
午前8時30分 市民体育館

【対　象】高梁市、新見市に在住、通勤・通学している高校生
以上の人のチーム

【部　門】男子、女子
【参加費】１チーム 5000円（高校生3000円）
【申し込み】�12月20日㈮までに市バスケットボール協会事務局へ
【問い合わせ】�同事務局・武南智久さん（☎090-3749-5864）

「雲中の飛龍　山田方谷」ＮＨＫ大河ドラマ化を目指して
　「雲中の飛龍　山田方谷」の平成27年（2015年）ＮＨＫ大河ドラマ放映実現を目指し、
全国１００万人署名運動を実施していましたが、１２月３日にＮＨＫより発表があり、残
念ながら採択とはなりませんでした。
　運動開始から約１年間、ご支援をいただきました全国の皆さんに感謝とお礼を申し上
げます。現在の署名運動の状況は約５３万人であり、目標とする１００万人の達成を目
指して引き続き運動を継続することにより、平成28年（2016年）以降の放映実現に向
け、あらためて運動を進めていきます。
　郷土の偉人、山田方谷の事績を広く全国に発信し、ドラマ化により山田方谷の改革理念とその手法を学び、夢と志
をもってあらゆる困難に対処する機運が高まるよう、これまでと同様のご支援、ご協力をよろしくお願いします。

～引き続き皆さんのご協力をお願いします～
郷土の偉人「山田方谷」の功績を全国に！� 秘書政策課　☎�０２１９

▼
昨
年
12
月
号
の
こ
の
コ
ー
ナ
ー

で
、
雲
海
に
浮
か
ぶ
備
中
松
山
城

の
撮
影
ポ
イ
ン
ト
「
大
松
山
展
望

台
」
前
の
樹
木
が
成
長
し
、
視
界

を
遮
っ
て
い
る
こ
と
を
書
き
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
１
年
、
樹
木
の
伐

採
が
終
わ
り
、
今
年
の
雲
海
シ
ー

ズ
ン
に
は
多
く
の
写
真
愛
好
家
や

市
民
の
方
に
素
晴
ら
し
い
風
景
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
後
は
こ
の
絶
景
を
活い

か
し
て
、
天
空
の
城
と
し
て
有
名

な
兵
庫
県
朝
来
市
の
竹
田
城
跡
と

連
携
し
て
、
全
国
に
発
信
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
受
入
体
制
を
整
え
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
高
梁
市
観
光
戦
略
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
推
進
協
議
会
の

中
で
も
し
っ
か
り
話
し
合
い
を
進

め
、
実
現
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

▼
平
成
23
年
７
月
に
山
田
方
谷
の

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
化
の
夢
を
語

っ
て
か
ら
、
大
勢
の
方
の
ご
賛
同

を
い
た
だ
き
、
署
名
活
動
や
方
谷

さ
ん
の
業
績
を
知
ろ
う
と
す
る
運

動
が
活
発
化
し
て
き
ま
し
た
。
現

在
ま
で
53
万
人
も
の
署
名
が
集
ま

り
ま
し
た
が
、
27
年
の
ド
ラ
マ
化

は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
方
谷
さ
ん
を
よ
り
多
く
の

方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
顕
彰
活
動

を
充
実
さ
せ
、
28
年
以
降
の
実
現

に
向
け
、「
方
谷
さ
ん
を
広
め
る

会
」
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
さ
ら
な

る
事
業
展
開
を
し
て
い
き
ま
す
。

引
き
続
き
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
平
成
27
年
３
月
の
Ｊ
Ｒ
ダ
イ
ヤ

改
正
時
に
、
備
中
高
梁
駅
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
が
完
了
し
ま
す
。
こ

れ
に
併
せ
て
、
Ｊ
Ｒ
備
中
高
梁

駅
利
用
推
進
協
議
会
は
、
寝
台
特

急
「
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
雲
」
号
の
恒

久
停
車
実
現
に
向
け
て
活
動
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。
利
用
促
進
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
の
ご
利
用
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
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一般書

スズメ
つかず・はなれず・二千年
三上 修／著
岩波書店

　「ザ・普通の鳥」スズメ。しか
し、その生態には謎がいっぱい。
人がいないと生きていけない？
数百キロも移動？減りゆく小さ
な隣人を愛おしみながら、その
意外なかわいらしくもミステリ
アスな素顔に急接近！

ちいさいこのへや 図書館2階　14:30から

小学校低学年までが対象で参加無料。
親子での参加も歓迎です。

移動図書館

16日木
西山コミュニティハウス前　11:00～11:30
黒鳥ふれあい会館前　　　13:15～13:45
川上児童館前　　　　　　14:15～15:15

17日金

玉川地域市民センター前　11:00～11:30
落合地域市民センター前　13:00～14:00
中国電力社宅前　　　　　14:30～15:00
松原地域市民センター前　15:30～16:00

21日火
有漢農業構造改善センター前　14:30～15:00
有漢生涯学習センター前　　　15:10～15:30
落合雇用促進住宅高梁宿舎前　16:20～16:50

24日金

巨瀬地域市民センター前　10:30～11:00
中井地域市民センター前　13:00～13:30
宇治地域市民センター前　14:30～15:00
落合中二公会堂前　　　　16:00～16:30

28日火
津川地域市民センター前　11:00～11:30
高倉地域市民センター前　13:00～13:30
川面地域市民センター前　14:00～14:30

児童書
おふろのくまちゃん
シャーリー・パレント／文
デイヴィッド・ウォーカー／絵
福本 友美子／訳
岩崎書店

　お湯、せっけん、タオル。さあ、
お風呂の時間。くまちゃんたち
は、おふろに入るのを嫌がって
…。ちゃいくまちゃんは、どう
するのかな？楽しいおふろの絵
本。

一般書

幕末志士の死亡診断書
酒井 シヅ／監修　
幕末☆保健委員会／著
エクスナレッジ

　坂本竜馬はＡＤＨＤ、西郷隆
盛は陰嚢肥大、大久保利通は円
形脱毛症…。幕末から明治期に
かけての史料を元に、倒幕派＆
新政府要人、幕府側要人、皇室・
朝廷の人々らの死因と持病を、
現代医学で解き明かす。

移動図書館「うぐいす号」

14日火
28日火

老人ホーム成羽川荘　　　 8 :45～ 9 :00
成羽公民館中分館　　　　 9 :20～ 9 :30
ささゆり苑　　　　　　　 9 :40～ 9 :50
成羽公民館吹屋分館　　　10:10～10:30
成美保育園　　　　　　　11:00～11:10
鶴鳴保育園　　　　　　　11:15～11:25
黒川商店（日名地区）　　11:35～11:50

4 日土 きりがみあそび「色紙ミニだこ」

11日土
おりがみあそび「ふきごま」
おはなし会
（ボランティアグループ『おはなしたまてばこ』）

18日土 ビデオ「てぶくろを買いに」

25日土 かみしばい「くいしんぼうのおしょうさん」

えほんのよみきかせ　10:00から
小学生までが対象で参加無料。

11日土

小型絵本「おせちいっかのおしょうが
つ」、「いたいのいたいのとんでゆけ」ほ
か　「こまつくり」も行います。
（ボランティアグループ『うぐいす』）

今月のおすすめ

今月のおすすめ

図 書 館 だ よ り

12/29日㈰～３日㈮、６日㈪、９日㈭、
13日（月・祝）、14日㈫、20日㈪、27日㈪

開館時間  9:00～17:00　 休館日

開館時間　9:00～17:00　 休館日　毎週月曜日　12/29㈰～３日㈮

高梁中央図書館
（☎�2912）

成 羽 図 書 館
（☎�2589）
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※このレシピは、行政チャンネル、市ホームページでも紹介します。
1 人分の栄養価　エネルギー 143kcal　たんぱく質 17.9g　脂質 5.9g　食塩 1.4g

スクラム作戦（高梁市要支援児連携支援体制）通信
～  各関係機関の紹介⑤  ～
岡山県備北保健所備北保健課　（落合町近似 286-1　☎�２８３５　担当：地域保健係）
　「言葉が遅い」「発音が不自由」「視線が合いにくい」「落ち着きがない」「強い偏食」
など乳幼児の発育・発達、子どもへの対応で心配なことはありませんか。
備北保健所は、毎月１回「子どもの心とからだの総合相談」を実施しています。発

達検査で子どもの得意・苦手なことを客観的に確認したり、小児科医師、心理士、歯
科医師、歯科衛生士、管理栄養士、保健師が子どもが生活しやすくなるよう一緒に考
えています。医療機関や療育機関をご紹介することもあります。予約は、市役所の保
健師にお申し込みください。
　また、乳幼児期から社会にでるまで適切な支援が関係者や関係機関の間で、統一的・継続的にできていくよう
に「わたしの成長の記録『すてっぷ』」を配布しています。この「すてっぷ」は、保護者が子どもについての相談・
支援内容や成長での気づき・より良い関わり方等を書き留め、就学、進級、就労などで一貫した支援を受けられ
るように活用するためのノートです。その他にも、子どもの力を引き出すために家庭でできる工夫や、関係医療
機関・療育機関一覧のある「子育て応援リーフレット」等を配布しています。
　今、子どもの発育で気になることは、発達段階上のもので成長するにつれ気にならなくなる場合もありますが、
発達障害であり、適切な関わり方が必要な場合もあります。気になることがあれば、ぜひ相談してください。

■問い合わせ　子ども課子ども支援係　☎�０２８８

蒸しカレイの辛味酢じょうゆかけ
　煮る、焼く、揚げるもいいけど、蒸したお魚はふっくら。ピリ辛の
たれが、あっさりしたカレイにぴったりです。
　カレイは、低脂肪・高タンパク質でヘルシーな魚です。タウリン
が豊富に含まれており、動脈硬化予防や血圧の正常化、コレステロ
ール値の低下、血糖値の上昇抑制などに効果があります。皮やひれ
の部分には、コラーゲンもたっぷり！野菜と組み合わせるとさらに
吸収がよくなります。

レシピ提供：市栄養改善協議会連合会 津川支部 

ふっくらカレイであったまろ♪

～ わかりやすい指示⑤　スモールステップを心掛けよう　編 ～
　スモールステップとは、ちょっぴり頑張ればできそうなことを目標にするやり方のことです。
発達障害のある子どもは、失敗することが多くなると、自己肯定感が低下し、人や活動に対す
る拒否的な態度が増えます。そのことが積み重なると、不登校、非行、暴力行為等の、深刻な
二次的障害を発症してしまうこともあります。ですから、日常生活の中で成功経験が積み重な
るように、目標設定や活動内容について、課題を細かく分けて一つずつクリアできるように手
助けしていくことが重要です。　　　　　　たかはし発達障害者支援センター　佐分利尚孝

＜作り方＞
① 塩わかめは、水でもどして食べやすい大きさに切る。シメジは石づきを落

としてほぐしておく。
② ブロッコリーはさっとゆでておく。
③ カレイのうろこを取って洗い、水気を拭く。味をしみ込みやすくするため

に表に切り目を入れ、皿にのせて酒とこしょうをふる。カレイの横に①を
添える。

④ 蒸気の上がった蒸し器に③の皿を入れ、強火で約10分蒸す。
⑤ 辛味酢じょうゆをつくる。白ネギはみじん切り、赤トウガラシは種を取り

小口切りにして油で炒め、香りがたったらしょうゆと酢を加えて煮立てる。
⑥ ④のカレイに⑤の辛味酢じょうゆをかけ、②のブロッコリーを彩りよく付

け合わせに加える。（ブロッコリーも①と一緒に蒸しても良い）

＜材料＞（４人分）
カレイ …… 4切れ(1切れ80g)
酒 ………………… 大さじ6
こしょう ……………… 少々
塩わかめ …………… 40g
ブロッコリー ……… 40g
シメジ ………… 1パック
　白ネギ …………… 30cm
　赤トウガラシ ……… 1本
　サラダ油 …… 大さじ1と1/2
　しょうゆ …… 大さじ1と1/2
　酢 ……………… 大さじ1

辛
味
酢
じ
ょ
う
ゆ

第８号
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■問い合わせ　高梁キャンパス２号図書館　☎�７８７１　ホームページ http://lib.jei.ac.jp/kiui/

　　成羽病院通信　　　　　　   ■問い合わせ　☎�３１１１

　ロタウイルスは小児の嘔吐下痢症（胃腸炎）の原因として、有名なウイルスの一つで、ノロウ
イルスと同じく感染性胃腸炎を引き起こすウイルスです。感染・発症の多くは生後 6ヶ月～ 2
歳の乳幼児が多く、その約 8割から 9割が集団感染による発症が圧倒的に多いことが知られて
います。
症状の多くは嘔吐、白っぽい水様性の下痢を起こし、時に脱水、腎不全、
けいれんや脳炎・脳症といった中枢神経症状などを合併することもあり、
症状が重い場合には入院が必要となることもあります。
なお、ロタウイルスによる嘔吐下痢症は、ワクチン接種によって重症化
を 9割程度減らすことができると報告されています。現在、ロタウイルス
ワクチンには、生後６週から３２週までの間に３回接種するロタテックと
生後６週から２４週までの間に２回接種するロタリックスの２種類があり、
どちらも口から接種するワクチンです。
ロタウイルスワクチンは、任意接種で接種時期や他のワクチン製剤との
接種間隔にも注意が必要ですので、詳しい事は小児科のある医療機関にお
たずね下さい。

冬から春にかけて流行するロタウイルス

　吉備国際大学・吉備国際大学短期大学部付属図書館は、社会科学・保健・
医療・福祉・心理・知的財産関係の法律・環境関係の和書・洋書等幅広い分
野の資料を収集・保存しており、市民の皆さんも利用することができます。
各館で主な配置資料が異なりますので、ご利用前に下記の表をご確認いただ
き、ご来館ください。

大学付属図書館をご利用ください

成羽病院　薬剤師　熊本行利

《ご利用に際して》
・学生以外の人は、氏名・現住所の記載がある公的な身分証明書（運転免許証等）をご持参ください。
・ご来館時に各図書館のカウンターにて入館手続きをしてください。
・混雑時は入館をご遠慮いただく場合があります。
・他の来館者の迷惑になるような場合には、入館をお断りする場合があります。

名称 配置資料 利用日時 資料の利用
２号館図書館 社会科学、保健、

医療、福祉関係
の和書

開館日（付属図書館ホームページに掲
載の開館カレンダーをご覧ください）
のご利用が可能です。
当日、午前９時 20 分から午後５時
20分までに入館手続きを行ってくだ
さい。手続き後は、当日の閉館時間ま
で利用できます。（閉館時間は日によっ
て異なります）

※�視聴覚資料の利用受付は午後４時ま
でです。
※私物の持ち込みはご遠慮ください。

【閲覧】閲覧室（開架）の図書・雑誌
は自由に閲覧できます。
【複写】著作権法の範囲内で複写が可
能です（コピー１枚 10円）
【貸出】一般の人への館外貸し出しは
できません。（※お近くの公共図書館
等を通じての貸し出しは可能です）
【視聴覚資料】10 号館、14 号館図書
館では、ビデオ、ＤＶＤなどの視聴覚
資料がご覧いただけます。（※事前申
込書が必要です）

10号館図書館 心理、福祉関係
和・洋書、視聴
覚資料、絵本

14号館図書館 一般教育関係を
含めた洋書、知
的財産、環境関
係 の 和・ 洋 書、
視聴覚資料

※図書館の蔵書はパソコン（http://lib.jei.ac.jp/kiui/）・携帯電話（http:lib.jei.ac.jp/kiui/i/）からも検索できます。
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山
田
方
谷
と
両
親

　

山
田
方
谷
の
名
は
球
き
ゅ
う、
幼
名
は
阿あ

璘り
ん
、
通
称

は
安や

す
五ご

郎ろ
う

と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
彼
は
そ
の
生
涯

を
通
じ
て
母
を
強
く
慕
い
、
そ
の
教
え
を
心
に

刻
ん
で
生
き
て
い
き
ま
し
た
。
方
谷
六
三
歳
の

時
、
建
て
た
母
の
墓
碑（
先せ

ん
妣ぴ

墓
碑
）に
そ
の
思

い
が
よ
く
出
て
い
ま
す
。

　
『
亡
母
は
西に

し

谷た
に

信の
ぶ

敏と
し

の
娘
、
小お

阪さ
か

部べ

に
生
ま

れ
、
私
の
父
に
嫁
ぎ
、
球
と
弟
・
妹
を
生
み
ま

し
た
。
亡
き
父
は
常
に
我
が
家
は
も
と
武
門
で

あ
っ
た
が
、
の
ち
農
民
に
な
っ
た
の
を
嘆
き
、

私
を
丸ま

る
川か
わ

松し
ょ
う

隠い
ん

先
生
に
習
わ
せ
、
祖
先
を
継
い

で
家
を
興
す
よ
う
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
母
は
必

ず
傍そ

ば
で
父
の
言
葉
に
同
意
し
て
、
私
の
頭
を
な

で
て
、「
い
と
し
い
子
よ
、
必
ず
お
父
さ
ん
の

志
を
成
し
と
げ
る
の
で
す
よ
。
し
か
し
、
時
の

勢
い
に
の
っ
て
走
り
す
ぎ
る
と
つ
ま
ず
く
も
の

だ
よ
。
お
願
い
だ
か
ら
、
生
涯
を
立
派
に
終
え

て
お
く
れ
」
と
言
わ
れ
、
私
は
幼
児
で
し
た
が

こ
の
言
葉
を
肝
に
銘
じ
て
忘
れ
ま
せ
ん
。（
中

略
）
母
が
没
す
る
前
、
母
は
疲
れ
切
っ
て
病
床

に
伏
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
球
が
枕
も
と
で
、

別
れ
を
悲
し
み
泣
い
て
い
る
と
、
私
を
せ
き
た

て
て
師
の
家
に
往い

か
せ
ま
し
た
。
間
も
な
く
病

が
悪
く
な
っ
た
と
聞
い
て
、
深
夜
走
り
帰
り
ま

し
た
が
、
す
で
に
息
が
絶
え
て
い
ま
し
た
。
年

は
四
十
歳
で
し
た
。
父
も
ま
た
翌
年
に
亡
く
な

り
、
私
は
、
十
四
、五
歳
で
両
親
を
失
い
ま
し

た
が
、
両
親
の
普
段
の
教
え
を
思
う
と
悲
し
み

で
胸
が
つ
ぶ
れ
る
よ
う
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
発
奮
し
て
苦
学
し
ま
し
た
。
よ
う
や
く
松
山

藩
に
仕
官
が
か
な
い
、
次
第
に
藩
の
要
職
を
歴

任
し
ま
し
た
。
の
ち
病
を
理
由
に
退
き
ま
し
た

が
藩
の
重
大
事
に
は
必
ず
相
談
に
あ
ず
か
り
ま

し
た
。
幼
少
の
頃
に
母
が
頭
を
撫な

で
て
諭
し
た

教
え
に
今
初
め
て
応
え
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ

が
こ
の
碑
を
建
て
る
の
を
待
っ
た
理
由
で
す
。

母
が
我
が
家
に
嫁
い
だ
初
め
の
頃
の
家
は
貧
し

く
、
父
を
助
け
家
業
に
励
み
、
収
入
を
増
や

し
、
の
ち
僅わ

ず
か
な
が
ら
生
活
の
余
裕
が
で
き
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
竹
の
か
ん
ざ
し
、
木
綿
の
衣

服
で
質
素
な
事
は
昔
の
ま
ま
で
し
た
が
、
私
の

学
資
は
少
し
も
惜
し
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は

才
能
の
な
い
者
で
す
が
、
そ
の
遺
産
で
学
業
を

成
し
得
て
、
今
日
達
し
得
た
の
は
両
親
の
お
か

げ
で
す
』と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

山
田
方
谷
の
父
、
五ご

郎ろ
う
吉き
ち
は
家
の
再
建
を
め

ざ
し
て
苦
学
し
た
人
で
す
。
若
い
時
は
親
族
で

あ
る
中
津
井
の
室む

ろ
で
働
い
て
、
仕
事
が
終
わ
る

と
夜
遅
く
な
っ
て
も
そ
の
家
の
長
老
の
戸
を
叩

い
て
学
問
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
方
谷
が

勉
強
を
怠
け
る
と
、
夜
遅
く
て
も
起
き
て
教
え

下
さ
っ
た
長
老
に
申
し
訳
が
な
い
と
戒
め
ま
し

た
。
方
谷
は
深
夜
に
読
書
で
疲
れ
が
出
て
居
眠

り
が
つ
く
と
、
父
の
戒
め
を
思
い
出
し
、
び
っ

く
り
し
て
座
り
直
し
、
読
書
に
励
み
ま
し
た
。

父
の
教
え
が
な
け
れ
ば
、
毎
日
子
供
た
ち
と
遊

ん
で
お
り
、
読
書
・
学
問
の
大
切
な
こ
と
が
分

か
ら
な
か
っ
た
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

母
、
梶か

じ
は
方
谷
が
三
歳
頃
か
ら
文
字
を
書
く

練
習
を
さ
せ
、
四
歳
に
な
る
と
父
親
は
大
き
な

板
額
を
作
っ
て
方
谷
に
書
か
せ
て
、
周
辺
の
神

社
に
奉
納
し
ま
し
た
。
奉
納
額
は
将
来
の
家

の
再
興
を
願
う
意
味
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。
山
田
家
の
守
り
神
の
天
神
社
に
奉
納
さ
れ

た「
天
下
太
平
」の
額
は
現
在
中
井
小
学
校
に
あ

り
、
高
岡
神
社
に
も
同
じ
内
容
の
額
が
あ
り
ま

す
。
作さ

く
州し
ゅ
うの

木
山
神
社
に
も「
風
月
」「
竹
虎
」の

板
額
が
奉
納
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
小
さ
い

手
形
が
押
さ
れ
て
い
て
、
幼
い
方
谷
を
偲し

の
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
見
た
参
拝
者
が
、
そ

の
見
事
な
の
に
驚
き
、
四
歳
の
子
供
の
書
で
は

あ
る
ま
い
と
疑
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
聞
い
た
母

親
は
方
谷
を
連
れ
て
木
山
神
社
に
参
り
、
そ
の

人
の
前
で
書
い
た
の
で
、
感
心
し
て
認
め
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

中
井
の
近
隣
に
居
た
人
の
子
孫
が
聞
い
た
と

い
う
話
に
、
そ
の
人
は
馬
を
飼
っ
て
い
た
の
で

す
が
、
時
々
母
と
方
谷
を
乗
せ
て
城
下
に
行
っ

た
と
の
こ
と
で
す
。
城
下
の
書
の
先
生
に
習
い

に
行
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
文
・
児
玉
享
さ
ん
）

山
田
方
谷
を
語
る

　

山や
ま

田だ

方ほ
う

谷こ
く

は
江
戸
時
代
末
期
に
活
躍
し
た
郷
土
の
偉
人
で
す
。
彼
は
文
化
二
（
一
八
〇
五
）
年
、
現

高
梁
市
中
井
町
西
方
に
生
ま
れ
、
親
や
教
師
の
指
導
に
謙
虚
に
従
い
、
自
分
を
優
れ
た
人
間
に
す
る

た
め
努
力
し
、
豊
か
な
学
識
と
実
践
力
を
身
に
着
け
ま
し
た
。

　

藩
校
で
あ
る
有
終
館
の
教
師
と
な
り
、
家
塾
の
牛

ぎ
ゅ
う
ろ
く
し
ゃ

麓
舎
で
も
教
育
に
情
熱
を
燃
や
し
ま
し
た
。
藩
主
板い
た
く
ら
か
つ
き
よ

倉
勝
静

を
も
教
え
た
こ
と
か
ら
、
絶
大
な
期
待
と
信
頼
を
受
け
て
松
山
藩（
現
高
梁
市
）の
財
政
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
困
難
な

藩
政
改
革
に
成
功
し
て
、
質
素
で
あ
っ
て
も
心
豊
か
に
安
心
し
て
住
め
る
よ
い
社
会
に
す
る
た
め
、
誠
意
を
も
っ
て
全
精
力
を
つ
ぎ
こ
み

ま
し
た
。
こ
の
方
谷
に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
お
話
し
て
い
き
ま
す
。

亡き母への思いが記されている先妣墓碑

４
歳
の
時
に
書
い
た
書
・
中
井
小
学
校
所
蔵

（
年
齢
は
数
え
年
）

▼

一
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折
お り い

井 槙
し ん た ろ う

汰朗ちゃん
（中原町）

平成23年12月19日生まれ
「笑顔がキュートな槙汰
朗。大好きだよ♡」

（応） 父・健一さん 母・恵子さん

�すこやかスマイルは、 広報紙の発行月に１歳～６歳の誕生日を迎える市内在住のお子さんの写真を掲載しています。 ※ 行政チャンネルでも放送します。
お子さんの氏名（ふりがな）、 性別、 生年月日、 住所、 応募者の氏名と続柄、 20字以内のコメントを明記して左ページ下部の宛先へご送付ください。
市ホームページ 「電子申請システム」 からも応募できます。

佐
さ の

野 太
たいすけ

亮ちゃん
（成羽町下原）

平成24年12月21日生まれ「家族のアイドルの太ちゃん☆笑顔が素敵 !!」
（応） 父・泰一さん 母・七重さん

１２月に1歳～６歳の誕生日を迎えたお子さんの笑顔を掲載しています。
毎月、 誕生日を迎えるお子さんの写真を募集していますので、 ご応募ください。

太
お お た

田 梓
あずさ

ちゃん
（落合町近似）

平成22年12月6日生まれ「我が家の歌姫。楽しいお歌を聞かせてね！」
（応） 父・裕貴さん 母・華織さん

植
う え だ

田 晴
せ ら

楽ちゃん
（落合町阿部）

平成21年12月22日生まれ
「いつも優しいせらちゃん
が大好きだよ♡」

（応） 父・浩徳さん 母・由美子さん

山
や ま だ

田 穂
ほ の か

乃花ちゃん
（落合町阿部）

平成19年12月12日生まれ「ほのか、ねぇねぇ　いつも笑顔をありがとう」
（応） 兄・悠翔さん 弟・宙和さん

畑
はた

 希
き い

優ちゃん
（落合町福地）

平成23年12月31日生まれ
「元気いっぱい！おてんば
きいちゃんです！」

（応） 祖母・綾子さん

藤
ふ じ い

井 駿
しゅんぺい

平ちゃん
（成羽町下原）

平成23年12月7日生まれ
「たくさん食べて元気に大
きくなってね♡」

（応） 父・崇行さん 母・直子さん

森
もりした

下 寛
か ん た

大ちゃん
（落合町近似）

平成23年12月25日生まれ
「そろそろいやいや期か？
成長してるねぇ☆」

（応） 父・佳宏さん 母・昌美さん

藤
ふ じ え

江 一
かずなり

成ちゃん
（中原町）

平成22年12月2日生まれ
「元気なかず君優しい子に
なってね！」

（応） 父・哲成さん

武
た け だ

田 拓
ひ ろ き

基ちゃん
（落合町阿部）

平成23年12月18日生まれ
「明るく元気なヒロくん。
すくすく育ってね！」

（応） 父・知久さん 母・智美さん

溜
たまるや

谷 虎
こ う が

冴ちゃん
（落合町阿部）

平成23年12月27日生まれ
「これからも元気に育って
ね☆」

（応） 父・隆成さん 母・美由季さん

大
おおもり

森 高
こ う が

雅ちゃん
（高倉町大瀬八長）
平成22年12月4日生まれ

「２人のお兄ちゃんに負け
ず、元気に育ってね。」

（応） 父・雅之さん 母・真由子さん

池
いけもと

本 潤
じゅん

ちゃん
（成羽町成羽）

平成20年12月14日生まれ
「５歳おめでとう♡これか
らも弟と仲良くね☆」

（応） 父・誠さん 母・静代さん

佐
さ く ま

久間 悠
ゆ う と

叶ちゃん
（伊賀町）

平成19年12月3日生まれ

「電車や新幹線が大好きなゆうと

くん。元気に大きくなってね！」

（応） 父・史朗さん 母・美絵さん

藤
ふじわら

原 永
えいきち

吉ちゃん
（備中町布瀬）

平成24年12月1日生まれ
「元気にそだってね!!いっ
ぱい遊ぼうね♡」

（応） 姉・杏さん 姉・小葉さん

平
ひ ら が

賀 藍
あ い る

琉ちゃん（成羽町成羽）平成19年12月1日生まれ「あーちゃんのホッペと笑顔が大スキ♡」（応） 姉・佳愛さん

須
す や ま

山 博
ひ ろ と

翔ちゃん
（津川町八川）

平成24年12月4日生まれ
「いっぱい食べて元気にす
くすく大きくなってね☆」

（応） 父・嘉三さん 母・有貴恵さん

平
ひらまつ

松 亜
あ ゆ み

弓ちゃん
（原田南町）

平成19年12月11日生まれ
「もうすぐ１年生♪元気に
頑張れ！」

（応） 父・幹夫さん 母・和児さん
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　市民の皆さんからいただいた
お便りなどを紹介します。

お誕生日おめでとう！

対象年齢が
　　　１歳～６歳になりました♪

３さい

６さい
６さい

４さい

２さい

６さい

３さい１６ さい
さい

３さい

１さい

２さい

１さい

２さい

２さい５さい

２さい

２さい
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イラスト、絵手紙・絵画などの作品、短歌・俳句・川柳など（自作の未発表のもの。作品は写真をお送りください。）
※�住所・氏名・年齢・電話番号を明記し投稿してください。（ペンネームを希望される場合は、その旨お書きください。）
※�投稿多数の場合は、すべてを掲載できないことがあります。また、お便りは表記等を一部編集させていただくこともあります。
※原則として原稿や作品は返却できません。あらかじめご了承ください。
※�締切は、掲載号の前月25日（閉庁日の場合は翌開庁日）です。
■問い合わせ・送り先　〒716-8501〔住所不要〕広報たかはし「市民のページ」係　（☎�0210・Eメール hisyo@city.takahashi.lg.jp）

市民のページへのお便りを募集

送付

「 里帰り外車と口で釣った嫁 」

鈴村 繁實さん（川上町地頭）
　１１月に100歳（大正２年生
まれ）の誕生日を迎えられた方
を、市職員らが訪問し記念品や
花束を贈って長寿を祝いました。
　市内で100歳以上の人は１２
月１日現在で４５人。
（男性７人、女性３８人）。

長寿おめでとうございます

岡
おかざき

﨑 壽
す ま こ

満子さん
（備中町布賀）

　
　

文
芸
コ
ー
ナ
ー
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短
歌

朝
ぼ
ら
け
隣
の
厨く
り
やあ

か
あ
か
と
朝
餉げ

の
音
の
秋
の
朝
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桝
上 

秀
雄
さ
ん
（
備
中
町
西
山
）

一
年
が
も
う
た
っ
た
の
か
と
ふ
り
か
え
り
反
省
す
る
事
あ
ま
り
に
多
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
田 

越
代
さ
ん
（
宇
治
町
宇
治
）

老
い
ぼ
れ
て
膝
腰
病
み
て
鍬
を
振
る
安
全
野
菜
求
め
る
人
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
草 

茂
さ
ん
（
川
上
町
高
山
）

お
茶
を
飲
め
野
菜
を
喰は

め
と
口
ぐ
せ
に
気
づ
か
う
妻
在
り
す
こ
や
か
に
老
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
田 

昭
夫
さ
ん
（
松
原
町
大
津
寄
）

カ
チ
カ
チ
と
今
年
も
来
た
る
ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
汝
は
去
年
も
来
た
り
し
鳥
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
村 

遊
子
さ
ん
（
成
羽
町
成
羽
）

神
参
り
金
ペ
イ
背
に
あ
り
が
た
く
幸
せ
思
い
笑
顔
で
帰
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

赤
木 

文
子
さ
ん
（
備
中
町
西
山
）

木
の
葉
散
り
庭
の
照て
り

柿
身
に
し
み
る
暖
炉
恋
し
き
年
の
瀬
せ
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
田 

眞
一
さ
ん
（
成
羽
町
中
野
）

人
生
は
旅
す
る
も
の
と
そ
の
旅
は
修
業
の
旅
と
西
行
法
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
田 

由
き
さ
ん
（
高
倉
町
飯
部
）

ど
の
店
も
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
の
曲
流
れ
サ
ン
タ
待
つ
子
に
親
ひ
と
芝
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

芝
吹 

美
代
子
さ
ん
（
落
合
町
阿
部
）

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
被
害
の
ニ
ュ
ー
ス
見
る
度
に
晴
の
國
住
む
し
あ
わ
せ
か
み
し
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦 

操
さ
ん
（
成
羽
町
中
野
）

猛
暑
す
み
秋
を
と
び
こ
し
す
ぐ
真
冬
体
調
管
理
に
迷
う
老
の
身

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦 

数
馬
さ
ん
（
成
羽
町
中
野
）

川
柳

ス
ト
レ
ス
は
笑
い
と
ば
そ
う
福
が
来
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
岡 
麻
江
さ
ん
（
成
羽
町
下
原
・
鶴
寿
荘
内
）

洋
服
が
小
さ
く
な
っ
た
と
ぼ
や
く
妻　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
口 
豪
さ
ん
（
川
面
町
）



ま ち の 出 来 事

ま ち の 出 来 事カメあら
A la carteCamera

34広報　　　　　12月号　vol.111

ま ち の

　大規模災害を想定した総合訓練が行われ、消
防本部、消防署、市消防団、女性消防団などから、
計１６３人が参加しました。
　今回の訓練は、設定を事前に伝えない形で行
われ、バスとタンクローリーの衝突による多数
の負傷者への対応や漏れた重油から起きた火災
への対応、山林などへの延焼を防ぐ放水訓練を
行い、日ごろの訓練成果を発揮しました。

 12/1
備えあれば憂いなし

　「いっしょに遊ぼ！交流会」（市主催）が開催
され、子どもから高齢者まで約１００人が参加
しました。コミュニティ・スポーツクラブピオ
ーネの指導のもと、昔の遊びや、ひもでつなが
ったボールを投げてラダー（はしご）に引っ掛
けてポイントを競う「ラダーゲッター」といっ
たニュースポーツなどを楽しみながら三世代交
流を深めました。

 12/1
秋空の下で爽やかに三世代交流

　今年で２２回目となる「高梁市手話ボランテ
ィアの会クリスマス会」（同会主催）が開催され、
市内の手話サークル会員や聴覚障害者らが参加
し交流を深めました。
　ステージでは、各サークルなどによる手話歌
や詩の朗読、手話クイズに手話を取り入れた劇
など多彩な催しが行われ、会場には笑顔と思い
やりの心があふれていました。

12 /5
伝える気持ちの大切さ

　「弥高紅葉まつり」（川上町観光協会主催）が
開催され、家族連れらが赤く色づいたモミジや
ツツジを楽しみました。
　会場では地元団体による手打ちうどんや酒蒸
しまんじゅうなどの販売、神楽面・花台などの
木工品の展示、ステージでは、子ども神楽や高
山つつじ会の銭太鼓、ミニライブなど、多彩な
催しが行われ、会場は盛り上がりました。

 11/16
紅葉の彩りの中で

心を一つにして手話で歌う会員

負傷者を応急救護所へ搬送

ラダーゲッターを楽しむ参加者

地元の弥高つつじ会による銭太鼓の披露

備中やすらぎの里

高梁総合福祉センター 落合ふれあい公園

弥高山公園
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集
後
記
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▼
一
雨
一
度
と
い
う
言
葉
の
と
お
り
、

雨
が
降
る
ご
と
に
寒
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
今
年
の
夏
は
記
録
的
な
猛
暑
に
な

り
ま
し
た
。
夏
が
暑
い
年
は
、
逆
に
冬

は
寒
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今

月
号
で
は
市
の
財
政
事
情
を
公
表
し
ま

し
た
。
私
の
財
布
は
、
厳
寒
に
な
ら
ず

温
か
く
な
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
…
。

取
材
な
ど
で
皆
さ
ん
、
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
来
年
も
「
広
報
た
か
は
し
」

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。  

（
Ｋ
Ｈ
）

▼
12
月
号
の
編
集
も
終
わ
り
、
ち
ょ
っ

と
一
息
…
。
今
年
を
振
り
返
っ
て
み
れ

ば
、
よ
り
良
い
広
報
紙
を
目
指
し
て
苦

悩
す
る
日
々
で
し
た
。
や
っ
て
も
や
っ

て
も
納
得
で
き
ず
、
落
ち
込
む
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、
前
を
向
い
て
一
生
懸

命
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
広
報
を
担

当
し
て
３
年
目
。
来
年
の
目
標
は
「
が

ん
ば
り
ま
す
」
で
は
な
く
「
が
ん
ば
り

ま
し
た
」
と
言
え
る
人
間
に
な
る
こ
と

で
す
。�

（
Ｋ
Ｙ
）

▼
高
梁
市
手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

ク
リ
ス
マ
ス
会
に
参
加
し
ま
し
た
！

手
話
を
取
り
入
れ
た
歌
や
ゲ
ー
ム
を

行
い
、
と
て
も
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。
私
は
手
話
の
勉
強
を
始

め
た
ば
か
り
で
す
が
、
手
話
の
楽
し

さ
や
相
手
に
伝
え
た
い
と
い
う
気
持

ち
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

目
標
は
、
聞
こ
え
な
い
人
の
思
い
や

伝
え
た
い
こ
と
を
理
解
し
、
次
へ
つ

な
げ
る
こ
と
。
私
の
場
合
は
、
ま
だ

ま
だ
勉
強
が
必
要
で
す
。
ト
ホ
ホ
…

（
Ａ
Ｏ
）

　毎年恒例となっている高梁基督教会堂前のウイ
ンターイルミネーション紺屋川２０１３点灯式セ
レモニー（市青年経済協議会主催）が行われました。
　来場者によるカウントダウンで桜並木に飾られ
たイルミネーションと電気科生徒が製作した電飾
パネルが一斉に点灯され、高梁城南高校の吹奏楽
部による演奏が会場に響きました。
　今年はイルミネーションの点灯に合わせて、打
ち上げ花火６５発が夜空を飾り、紺屋川沿いは幻
想的な雰囲気に包まれました。

 12/2
冬の夜空を飾る光と花火

冬の夜空に打ち上げられた花火

「ツノナス」を使ってサンタクロースのマスコット作り体験

全国各地の紅茶が楽しめる「地紅茶カフェ」

高梁基督教会堂前のイルミネーション（１月下旬まで）

紺屋川沿い

　高梁紅茶をはじめ全国の紅茶をＰＲする「高
梁地紅茶まつり」（同実行委員会主催）が開催さ
れました。
　高梁紅茶をはじめ全国各地から集まった５種
類の紅茶が味わえる「栄町地紅茶カフェ」や紅
茶を使ったスイーツ販売など、来場者はいろい
ろな味と香りを楽しんでいました。
　また、ツノナスを使ってサンタクロースのマ
スコットをつくる体験コーナーが親子連れの人
気を集めていました。

 11/24
全国の紅茶の魅力を楽しむ

栄町商店街
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＼　野球場のすべてが見れる　／

高梁の初日の出を見に行こう！
－　The　New　year's　first　sunrise　of　Takahashi　2014.1.1　－

一年の始まりは…弥高山のご来光で。
３６０度の大パノラマがあなたを待っています。甘酒・コーヒーの振る舞いもあります。
開催日時 ▼  １月１日㈬　午前６時３０分～午前７時３０分

集合場所 ▼  弥高山山頂 （川上町高山）

問い合わせ ▼  川上町観光協会 （弥高山公園管理事務所）　☎㊽２８３０

Let's go together to see the first sunrise of Takahashi

輝かしい２０１４年の初日の出をみんなで迎えましょう。
松原町どんぐり会による、あたたかい甘酒と豚汁のサービスがあります。
開催日時 ▼  １月１日㈬　午前６時３０分～午前７時３０分

集合場所 ▼  霧の海展望の丘 （松原町松岡）

問い合わせ ▼  松原地域市民センター　☎㉖１００１

初日の出、新しい慶びの年を迎えに天神山へ歩いて登ろう。
新年の健勝祈願天満宮の初詣・お楽しみ抽選会・甘酒・コーヒーのおもてなしもあります。
開催日時 ▼  １月１日㈬　午前６時～ （集合 ・出発）

集合場所 ▼  天神山北方登山口駐車場 （備中町西油野）

問い合わせ ▼  湯野コミュニティ活動推進協議会　☎㊺３５７６

I hope the sky will clear up

弥高山　日の出祭

天神山元旦登山

松原町　初日の出を迎える会
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